
Ⓒ日本記者クラブ 20242024年4月10日第650号

日本記者クラブ会報日本記者クラブ会報
公益社団法人　日本記者クラブ　〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1　日本プレスセンタービル　TEL. 03-3503-2722　https://www.jnpc.or.jp/

　
東
京
・
杉
並
に
住
ん
で
い
た
３０
年
前
、
最
寄
り
駅
近
く
の

小
さ
な
焼
き
鳥
店
の
な
じ
み
に
な
っ
た
。
そ
の
店
の
少
し
噛か

み
応
え
の
あ
る
焼
き
鳥
の
奥
深
さ
が
、
最
初
は
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
。
通
う
う
ち
、
こ
こ
は
と
ん
で
も
な
い
店
か
も
し

れ
な
い
と
気
づ
く
こ
ろ
に
は
、
店
は
大
き
く
な
り
、
な
か
な

か
暖の

簾れ
ん

を
く
ぐ
れ
な
く
な
り
、
ほ
ど
な
く
東
京
の
中
心
へ
進

出
し
て
い
っ
た
。
噛
み
し
め
、
自
分
が
成
長
し
て
わ
か
る
味

わ
い
が
あ
る
と
学
ん
だ
。

　
記
者
会
見
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
同
じ
言
葉
も
、
受

け
止
め
る
側
の
理
解
に
よ
っ
て
深
み
は
違
っ
て
く
る
。
昨
年

６
月
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
の
最
優
秀
男
優
賞
を
受
賞
し
た

役
所
広
司
さ
ん
の
記
者
会
見
は
、
深
み
を
理
解
す
る
に
は
少

し
酷
な
も
の
だ
っ
た
。
何
せ
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
映
画

を
観
て
い
な
い
も
の
だ
か
ら
、
偉
業
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か

っ
て
も
、
映
画
や
役
柄
に
つ
い
て
語
る
役
所
さ
ん
の
言
葉
が

心
に
響
い
た
、
と
ま
で
は
言
え
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
今
年
に
な
っ
て「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
デ
イ
ズ
」を
観
て
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
見
動
画
を
見
直
す
と
、
あ
あ
、
な
る

ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
言
葉
が
し
み
る
。
反は
ん

芻す
う

す
る
記
者
会
見
の
面
白
さ
、と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
記
者
会
見
を
こ
の
ク
ラ
ブ
は
も
う
５４
年
も
積
み
重
ね

て
き
た
。
そ
し
て
時
代
の
証
言
集
と
い
う
べ
き
そ
の
記
者
会

見
の
多
く
に
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
ー
マ
を
打
ち
込
め
ば
、
関
連
の
記
者

会
見
が
出
て
く
る
便
利
な
機
能
も
あ
る
。
機
会
を
み
て
、
時

代
を
画
し
た「
こ
と
ば
へ
の
旅
」へ
、
ぜ
ひ
。

�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

理
解
が
深
ま
っ
て
反
芻
す
る

そ
ん
な
記
者
会
見
の
楽
し
み
も

１１０年ぶり 尊富士（右）が豪ノ山を押し倒し、新入幕では１１０年ぶりの優勝を遂げた＝３月２４日、
エディオンアリーナ大阪� 撮影：加藤　侑大（時事通信大阪支社編集部）
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クラブ月 報

　
２
０
２
４
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の

予
算
と
事
業
計
画
が
３
月
26
日
に
開
か
れ

た
臨
時
社
員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
経
常

収
益（
収
入
）は
３
億
４
０
７
１
万
４
９

０
０
円
、
経
常
費
用（
支
出
）は
３
億
５

７
０
６
万
５
０
０
０
円
。
23
年
度
に
３
年

ぶ
り
に
収
支
均
衡
予
算
を
組
む
こ
と
が
で

き
た
が
、
赤
字
予
算
に
逆
戻
り
し
た
。
減

価
償
却
費
と
し
て
計
上
す
る
３
５
０
万
円

を
加
え
た
１
９
８
５
万
１
０
０
円
が
、
当

期
の
一
般
正
味
財
産
の
減
少
額
と
な
る
。

　
収
入
全
体
の
85
％
を
占
め
る
受
取
会
費

が
個
人
会
員
と
法
人
賛
助
会
員
の
減
少
に

よ
っ
て
前
年
度
に
比
べ
２
８
５
万
円
の
減

と
な
る
。
事
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
比
べ
８
割
弱
ま
で
し
か
回
復

せ
ず
、
前
年
度
に
比
べ
１
９
０
万
円
減
に

な
る
と
み
て
い
る
。

　
経
常
費
用
に
関
し
て
は
、
共
益
費
や
光

熱
費
等
の
増
額
に
伴
う
支
出
増
と
、
人
件

費
の
増
額
が
避
け
ら
れ
な
い
状
態
だ
。

　
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
ク
ラ
ブ
が

借
り
受
け
る
施
設
の
借
室
維
持
費
は
、
全

支
出
の
５
割
を
占
め
る
。
借
室
維
持
費
の

う
ち
、
共
益
費
が
約
２
６
０
万
円
、
空
調
・

光
熱
・
水
道
代
が
約
１
１
０
万
円
、
そ
れ

ぞ
れ
前
年
に
比
べ
て
増
え
る
見
通
し
だ
。

　
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
下
の
赤

字
状
態
の
中
、
欠
員
を
埋
め
ず
に
ク
ラ
ブ

を
運
営
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
ひ
ず
み

が
生
じ
て
お
り
、
１
人
を
新
た
に
雇
用
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
人
員
増
な
ど
を
含

め
て
約
６
３
０
万
円
の
増
額
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
出
増
に
加
え
、
施
設
の
設

営
方
式
の
見
直
し
に
伴
い
新
た
な
支
出
が

発
生
す
る
。
さ
ら
に
、
経
理
業
務
を
中
心

に
業
務
シ
ス
テ
ム
の
回
収
が
必
要
に
な

り
、
こ
れ
に
伴
う
減
価
償
却
費
を
計
上
す

る
。

　
24
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
同
様
、
公
益
目
的
事
業
で
あ
る
記
者

会
見
の
開
催
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
の
授

与
、
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
の
発
行
の
３
分
野

を
充
実
さ
せ
、
記
者
研
修
、
記
者
ゼ
ミ
な

ど
の
教
育
機
能
も
追
求
す
る
。
さ
ら
に
23

年
度
に
復
活
し
た
懇
親
、
交
流
の
場
も
引

き
続
き
設
け
て
い
く
方
針
だ
。

　
こ
う
し
た
公
益
目
的
事
業
を
し
っ
か
り

と
展
開
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
く
上
で
財
政
基
盤
の
安
定
は

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
赤
字
予
算
と

な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
懸
念
材
料
だ
。
収

益
拡
大
と
経
費
抑
制
の
方
策
に
つ
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
事
業
を
見
直
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
の
予
算
を
補
正

　
２
０
２
３
年
度
の
途
中
に
、
借
室
料
に

含
ま
れ
る
共
益
費
の
値
上
げ
が
あ
り
、
さ

ら
に
空
調
・
光
熱
・
水
道
代
、
人
件
費
の

時
間
外
給
等
が
予
算
を
超
え
る
見
通
し
と

な
っ
た
。
予
算
を
超
え
る
支
出
は
行
え
な

い
た
め
、
余
裕
の
あ
る
項
目
か
ら
相
当
分

を
回
す
補
正
を
行
っ
た
。
予
算
の
総
額
に

変
更
は
な
い
。

貸
室
料
を
10
％
値
上
げ 

10
月
実
施
に
ご
理
解
を

　
当
ク
ラ
ブ
が
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
か
ら
借
り
受
け
て
い
る
施
設
の
共
益
費

の
値
上
げ
、
光
熱
費
な
ど
諸
費
用
の
高
騰

を
受
け
、
10
階
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
、
９
階
会

見
場
、
大
会
議
室
、
小
会
議
室
の
貸
室
料

を
そ
れ
ぞ
れ
10
％
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

24
年
度 

赤
字
予
算
に
逆
戻
り

会
員
・
事
業
収
益
減
、
人
件
費
は
増

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
10
月

１
日
以
降
に
使
用
さ
れ
る
貸
室
に
適
用
し

ま
す
。
周
辺
の
会
議
室
の
賃
料
を
比
較
検

討
し
、
前
回
値
上
げ
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
３
月
５
日

に
理
事
会
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
大
変

心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、
ご
理
解
た
ま
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

（
江
木
）
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今 月のクラブゲスト

辻
つじ

 陽
あきら

さん 近畿大学教授

　「地方議会は機能していないと
いわれるが、議会や議員のせいで
はない。そうできない制度がある」
「議会の権限は限定され、条例案の
提出権、再議権を持ち専決処分が
できる首長の権限が強い。議会の
機能強化には議員の専業化が必要
だが、議員報酬増は財政上厳しい」

■２・26／出席：会12人、オ27人／「地方自治のいま」④／
司会：澤田信孝委員

稲
いな

継
つぐ

 裕
ひろ

昭
あき

さん 早稲田大学政治経済学術院教授

　「若者の地方公務員離れは社会
課題。年功的賃金体系を忌避し就
職先に公務員を選ばない」「自治体
はやりがいや成長の機会を提供し
ていない。若手職員の離職も多数」
「ごみ収集など自治体業務は住民
生活と直結している。競合他社は
なく良質な労働力の確保が不可欠」

■２・26／出席：会６人、オ20人／「地方自治のいま」⑤／司
会：小林伸年委員

S
セルギー

ergiy K
コルスンスキー

orsunskyさん 駐日ウクライナ大使

　可能な限りの方法で支援してほ
しいと日本に訴えた。G７メンバ
ー国がウクライナと締結している
安全保障協力に関する２国間協定
を日本とも交渉中と説明。「日本
は戦後や震災後の復興の経験があ
るので、ウクライナの復興におけ
る世界一のパートナー」と述べた。

■２・27／出席：会31人、オ33人／司会：出川展恒委員／通
訳：大野理恵さん

愛
あい

知
ち

 治
じ

郎
ろう

さん 元参議院議員

　2019年の参院選中に自民党選対
委員長だった甘利明氏から現金
100万円を提供された際に、党から
の金と思い受け取り、収支報告書に
記載したと説明した。「現金のやり
とりは記録が残らぬ昭和のあしき
慣習。裏金は根絶すべき。政治資金
は振り込みなど透明化を徹底して」

■２・27／出席：会13人、オ27人／「〈政治とカネ〉を問う」
⑤／司会：川上高志委員

森
もり

本
もと

 章
あき

倫
のり

さん 早稲田大学教授

　「都市計画では平時から未来の
緩やかな変化の先読みと、それに
向けた調整が重要。災害による急
激な変化への備えも必要だ」「能登
半島地震の復興計画は超高齢化を
考慮し、臨機応変に対応すべきだ。
10年では長い。急ぎすぎると被災
者が置き去りになる」

■２・28／出席：会11人、オ32人／「能登半島地震」⑧／司
会：黒沢大陸委員

加
か

茂
も

 具
とも

樹
き

さん 慶應義塾大学教授

　「文化大革命後、正当な意思決定
は集団で行う『集団支配』の合意が
堅持されてきたが流動し、中国政
治に権力の個人化が進んでいる」
「国内外に対する『不安全感』があ
り、強い権力によって政策に従わ
せる必要があると考え、習近平氏
への権力集中が進んでいるのでは」

■３・６／出席：会27人、オ56人／「中国で何が起きている
のか」⑨／司会：高橋哲史委員

佐
さ

藤
とう

 孝
たか

弘
ひろ

さん 山形市長

　「地方が直面する課題は都市機
能の維持だ。人口規模が小さくな
るほどサービス業の維持は困難
だ」「少子高齢社会に対応した政策
で人口減少を食い止め、中長期に
はAIなど新技術で、人口減でも都
市機能や公共サービスを提供でき
ることを目指して取り組んでいく」

■３・７／出席：会７人、オ18人／「地方自治のいま」⑥／司
会：小林伸年委員

加
か

藤
とう

 博
ひろ

和
かず

さん 名古屋大学大学院教授

　公共交通政策が専門。「地域公
共交通の担い手たる運転者の不足
は以前からあったが、いよいよ全
国レベルでまずい状態だ。特に若
い人が入らない」「明らかに運転者
に正当な対価を支払えていないの
が原因で、まず自治体、国の支援
を手厚くすることが急務だ」

■３・13／出席：会15人、オ26人／「働く人材クライシス」③
／司会：菅野幹雄委員

結
ゆう

城
き

 康
やす

博
ひろ

さん 淑徳大学教授

　「ヘルパーとケアマネの人材不
足は深刻。2035年、団塊世代が85歳
になる頃、介護保険があっても人
手不足でサービス利用は困難にな
る」「訪問介護の基本報酬引き下げ
は将来に禍根を残す失策。新規事
業展開への機運を損ない訪問介護
サービスの供給増は見込めない」

■３・14／出席：会15人、オ37人／「働く人材クライシス」④
／司会：迫田朋子委員

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36680/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36683/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36719/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36730/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36718/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36694/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36703/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36704/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36722/report
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久
く

米
め

 晃
あきら

さん 元自民党本部事務局長

■３・22／出席：会44人、オ45人／「〈政治とカネ〉を問う」
⑥／司会：川上高志委員

橋
はし

本
もと

 学
まなぶ

さん 東京電機大学大学院特別専任教授

■３・６／出席：会14人、オ46人／「能登半島地震」⑨／司
会：黒沢大陸委員

佐
さ

々
さ

江
え

 賢
けん

一
いち

郎
ろう

さん 日本国際問題研究所理事長、元駐米大使            

■３・８／出席：会42人、オ83人／「2024 米大統領選」①／
司会：杉田弘毅委員

松
まつ

尾
お

 豊
ゆたか

さん 東京大学大学院教授

■３・15／出席：会30人、オ73人／「生成AI」③／司会：倉
澤治雄委員

竹
たけ

増
ます

 貞
さだ

信
のぶ

さん ローソン代表取締役社長

■３・15／出席：会19人、オ31人／「働く人材クライシス」⑤
／司会：今井純子委員

柯
カ

 隆
リュウ

さん 東京財団政策研究所主席研究員

■３・18／出席：会28人、オ57人／「中国で何が起きている
のか」⑩／司会：高橋哲史委員

田
た

村
むら

 智
とも

子
こ

さん 日本共産党委員長

■３・19／出席：会45人、オ41人／司会：川上高志委員

G
グレン

len S. F
フクシマ

ukushimaさん 米先端政策研究所上席研究員

　選挙戦の結果を左右する要素が
三つ。「トランプ前大統領の四つの
刑事事件の結果がどう出るか」「バ
イデン大統領の知力・体力の問題」
「第三党の影響。第三党の候補者
が出ることでバイデン氏の票を取
り、結果的にトランプ氏が勝つシ
ナリオは現実問題としてある」

■３・14／出席：会37人、オ53人／「2024 米大統領選」②／
司会：藤井彰夫委員長

末
すえ

宗
むね

 徹
てつ

郎
ろう

さん 地域総合整備財団理事長

　「人口減に直面する地方が弱体
化すれば、地方からの人材流入に
頼る大都市も衰退する」「持続可能
な地域づくりには、地方が地域価
値を磨き上げる積極的戦略と、公共
施設管理の効率化戦略が大事」「国
は東京一極集中是正の先の地域づ
くりビジョンを提示すべきだ」

■３・25／出席：会７人、オ24人／「地方自治のいま」⑦／司
会：小林伸年委員

島
しま

崎
ざき

 謙
けん

治
じ

さん 国際医療福祉大学大学院教授

　「国民皆保険によって生まれた
膨大な医療ニーズを、医師の過重
労働で吸収してきた」「医療・介護
分野では、財政より人的資源の制
約が深刻。2030年をピークに人口
は減っていく。医師養成数の単純
増はない。医師の偏在是正など、
医療資源の再配置は重要」

■３・18／出席：会11人、オ25人／「働く人材クライシス」⑥
／司会：猪熊律子委員

磯
いそ

崎
ざき

 典
のり

世
よ

さん 学習院大学教授

　「韓国の選挙管理委員会は政府
から独立し、選挙違反の取り締ま
りや政治資金の事務管理などを担
う」「2004年の選挙で保守政党が守
旧派と規定され過半数割れに。そ
の保守が主導して政治腐敗への対
応に乗り出し、政治関連法改正で
規制が大幅に強化された」

■３・26／出席：会10人、オ29人／「〈政治とカネ〉を問う」⑦
／司会：澤田克己委員

高
たか

原
はら

 明
あき

生
お

さん 東京大学教授

　「習近平体制は近代化・富民強国
パラダイムに固執している。社会・
経済問題で矛盾が生じ行き詰まり
感があり、水が漏れるように多くの中
国人が国外脱出している」「ゼロコロ
ナ政策は大失敗だった。次の伝染病
がきたら、かなえの軽重を問われ、変
化のきっかけになる可能性もある」

■３・19／出席：会28人、オ53人／「中国で何が起きている
のか」⑪／司会：高橋哲史委員

石
いし

村
むら

 和
かず

彦
ひこ

さん 産業技術総合研究所理事長

　「1989年、世界時価総額上位30
社に日本企業21社が入っていた。
2024年は0社。産業競争力は低下
した」「競争力強化にはイノベーシ
ョン創出と産官学の役割分担が必
要」「イノベーション創出の鍵は多
様性。文化、領域が違う他社や研
究機関との連携は多様性をうむ」

■３・21／出席：会14人、オ35人／「大学どこへ」⑩／司会：
黒沢大陸委員

小
こ

島
じま

 美
み

里
さと

さん ＮＰＯ法人暮らしネット・えん代表理事

　「介護の人材不足は20年来の課
題。特に訪問介護の人手不足感は
高い」「訪問介護の基本報酬の引き
下げが決定した。事業所の約４割
は赤字。いくつの事業所が閉鎖す
るのか。減額は低所得の老老世帯
や一人暮らしを打ち捨てることに
つながる。一日でも早い撤回を」

■３・21／出席：会８人、オ27人／「働く人材クライシス」⑦
／司会：小林伸年委員

＊�下記のゲストの会見リポートは５～８ページに掲載して
います

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36727/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36725/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36720/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36667/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36724/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36712/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36734/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36726/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36733/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36714/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36696/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36717/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36723/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36735/report
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「
能
登
半
島
地
震
」⑨

橋
本
　
学
　東
京
電
機
大
学
大
学
院

特
別
専
任
教
授

３月６日

「
科
学
的
知
見
」
鵜
呑
み
に
警
鐘

「
２
０
２
４ 

米
大
統
領
選
」①

佐
々
江
　
賢
一
郎
　

日
本
国
際
問
題
研
究
所
理
事
長

３月８日

国
家
的
危
機
に
は
米
国
民
団
結

は
州
、
議
会
を

巻
き
込
み
周
到

に
準
備
さ
れ
た

暴
力
的
な
行
動

が
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
そ
う
な
れ
ば
、

米
国
は
自
ら
民

主
主
義
を
崩
し

道
徳
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
ま
た
共
和
党
は
ト

ラ
ン
プ
氏
な
の
か
。
答
え
は「
彼
は
分
か

り
や
す
い
。高
邁
な
こ
と
は
語
ら
な
い
が
、

わ
れ
わ
れ
の
人
だ
と
思
わ
せ
る
」。
少
数

派
や
移
民
が
力
を
強
め
る
国
で
焦
燥
感
を

抱
く
大
衆
の
心
を
つ
か
む
技
だ
。

　「
も
し
ト
ラ
」に
日
本
は
ど
う
対
応
す

べ
き
か
。
権
威
主
義
へ
の
好
感
、
同
盟
不

信
、
保
護
主
義
と
不
安
材
料
は
多
い
。

　
８
年
前
に
大
統
領
に
当
選
し
た
時
は

「
中
国
と
日
本
は
同
じ
と
こ
ろ
に
並
ん
で

い
た
」ト
ラ
ン
プ
氏
だ
が
、
今
は
違
う
。

「
自
信
を
も
っ
て
対
応
す
る
べ
き
だ
」と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。

　
重
要
な
の
は
レ
ト
リ
ッ
ク
に
惑
わ
さ
れ

ず
に
実
際
の
行
動
で
判
断
し
、
基
本
的
価

値
観
と
異
な
る
政
策
に
は
同
盟
国
と
し
て

反
対
す
る
こ
と
と
の
指
摘
で
あ
る
。
米
政

治
潮
流
の
変
化
に
耐
え
抜
く
長
期
的
な
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
必
要
性
も
唱
え
た
。

　
今
は
悲
観
論
ば
か
り
の
米
国
で
も
、「
米

国
民
は
国
家
的
危
機
に
は
団
結
す
る
」。

「
も
し
ト
ラ
」話
が
多
か
っ
た
が
、「
ト
ラ

ン
プ
氏
と
決
め
打
ち
し
て
い
る
わ
け
で
な

い
」と
最
後
に
付
け
加
え
た
。

　
佐
々
江
氏
の
希
望
で
対
談
形
式
と
な
っ

た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
で
話
が
深
ま
り
、

濃
厚
な
１
時
間
だ
っ
た
。

　�

シ
リ
ー
ズ
担
当
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
特

別
編
集
委
員
兼
論
説
委
員�

杉
田
　
弘
毅

　
シ
リ
ー
ズ
企
画「
２
０
２
４�

米
大
統
領

選
」を
始
め
た
。

　
第
一
回
は
駐
米
大
使
と
し
て
オ
バ
マ

（
民
主
）、
ト
ラ
ン
プ（
共
和
）両
政
権
と

向
き
合
っ
た
佐
々
江
賢
一
郎
氏
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
ガ
ザ
で
戦
争
が
続
く
混
乱
の
世
界

で「
こ
の
大
統
領
選
は
さ
ら
な
る
世
界
の

リ
ス
ク
に
な
る
懸
念
が
あ
る
」と
の
冒
頭

発
言
に
、
ぐ
っ
と
引
き
付
け
ら
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
ト
ラ
ン
プ
氏
当
選
の
場
合
に

ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
翻
弄
さ
れ
る

悪
夢
が
頭
に
浮
か
ぶ
が
、選
挙
の
不
正
を

訴
え
て
起
き
る
大
規
模
な
反
乱
も
想
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
言
う
。前
回
大
統
領
選

後
の
議
会
襲
撃
に
は
驚

き
ょ
う

愕が
く

し
た
が
、
今
回

　
命
を
守
る
知

見
と
し
て
防
災

に
用
い
ら
れ
て

い
る
地
震
学
の

研
究
成
果
。
し

か
し
、
橋
本
氏

は「
研
究
成
果

と
は
言
っ
て
も

実
際
は
ぼ
や
っ

と
し
た
仮
説
。

の
印
象
を
受
け
た
橋
本
氏
は「
次
は
南
海

ト
ラ
フ
だ
と
思
い
込
ま
せ
、（
予
測
地
図

は
）罪
が
重
い
」と
指
摘
。
そ
の
上
で「
低

確
率
の
地
域
の
防
災
が
手
薄
に
な
る
実
態

が
あ
り
、
公
表
は
や
め
た
方
が
い
い
」と

主
張
し
た
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
発
生
可
能
性
が

高
ま
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
政
府
が

発
表
す
る「
臨
時
情
報
」に
つ
い
て
も
議

題
に
挙
げ
、
一
週
間
の
事
前
避
難
を
行
う

「
巨
大
地
震
警
戒
」は
10
回
中
８
～
９
回
、

地
震
の
備
え
を
再
確
認
す
る「
巨
大
地
震

注
意
」は
１
０
０
回
中
98
～
99
回
外
れ
る

情
報
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

　
問
題
は
、
情
報
の
精
度
が
こ
れ
だ
け
低

い
に
も
関
わ
ら
ず
７
割
以
上
の
人
が
、「
情

報
が
発
令
さ
れ
た
ら
50
％
以
上
地
震
が
起

き
る
」と
思
っ
て
い
る
と
の
調
査
が
あ
る

こ
と
だ
。
橋
本
氏
は「
専
門
家
が
捉
え
る

感
覚
と
一
般
の
人
の
感
覚
と
乖か

い

離り

が
あ

る
」と
し
た
上
で「
国
民
が
地
震
は
突
発
的

に
起
き
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
か
懸
念
が
あ

る
」と
臨
時
情
報
の
仕
組
み
を
批
判
し
た
。

　
記
者
た
ち
に
は
地
震
学
の
成
果
に
は
大

き
な
不
確
定
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
、
情
報
を
無
批
判
に
伝
え
、

社
会
の
期
待
を
あ
お
る
こ
と
は
謹
ん
で
ほ

し
い
と
訴
え
る
。
そ
し
て「
科
学
者
が
言

う
こ
と
に
も
懐
疑
心
を
持
っ
て
臨
ん
で
」

と
呼
び
か
け
た
。

�

東
京
新
聞
社
会
部
　
小
沢
　
慧
一

研
究
者
も
ろ
く
に
検
証
を
し
て
い
な
い
。

そ
う
し
て
出
来
上
が
る
社
会
は
安
全
な
の

か
」と
、
地
震
学
の「
科
学
的
知
見
」を
鵜う

呑の

み
に
す
る
こ
と
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　
橋
本
氏
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
長
期
評

価
に
使
わ
れ
る
計
算
式「
時
間
予
測
モ
デ

ル
」の
問
題
点
を
指
摘
す
る
論
文
を
複
数

発
表
し
て
お
り
、
こ
の
日
も
長
期
評
価
を

基
に
作
成
さ
れ
る
全
国
地
震
動
予
測
地
図

に
つ
い
て
言
及
。
予
測
地
図
の「
正
答
率
」

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
５
年
か
ら
９

年
間
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
を
観
測
し

た
22
地
震
の
う
ち
、
発
生
確
率
が「
高
い
」

と
さ
れ
て
い
る
６
％
以
上
の
地
域
に
影
響

が
あ
っ
た
の
は
９
回
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
さ
す
が
に
外
し
す
ぎ
て
い
る
…
」と
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「
生
成
Ａ
Ｉ
」③

松
尾
　
豊
　東
京
大
学
大
学
院
教
授

３月15日

ア
ジ
ア
市
場
に
日
本
の
活
路

「
働
く
人
材
ク
ラ
イ
シ
ス
」⑤

竹
増
　
貞
信
　ロ
ー
ソ
ン
代
表

取
締
役
社
長

３月15日

利
益
の
適
正
配
分
で
店
舗
維
持

っ
て
き
た
が
、

「
か
つ
て
な
い

レ
ベ
ル
で
早
く

対
応
し
て
い

る
」と
生
成
Ａ

Ｉ
を
巡
る
日
本

の
対
応
を
評

価
。
国
際
的
な

ル
ー
ル
作
り
を

目
指
す「
広
島

Ａ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
」に
つ
い
て
も
、「
最
先

端
の
技
術
で
日
本
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
た
。

　
一
方
、
国
内
企
業
の
開
発
状
況
に
つ
い

て
は
厳
し
い
見
方
を
示
し
た
。
大
規
模
言

語
モ
デ
ル
の
性
能
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

の
数
を
比
較
す
る
と
、
日
本
企
業
の
モ
デ

ル
は
１
０
０
億
程
度
で
、
１
兆
～
２
兆
の

海
外
の
モ
デ
ル
に
、
２
桁
遅
れ
て
い
る
状

況
だ
と
い
う
。

　
松
尾
教
授
は
、
医
療
や
金
融
・
製
造
分

野
な
ど
の
巨
大
産
業
で
生
か
さ
れ
る
Ａ
Ｉ

開
発
を
目
指
す
こ
と
が
、
日
本
の
戦
略
に

な
る
と
指
摘
。
医
療
分
野
で
は
形
式
の
異

な
る
電
子
カ
ル
テ
の
統
合
な
ど
で
Ａ
Ｉ
が

貢
献
で
き
る
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
の
言
語
で
使

え
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
、
ア
ジ
ア
市
場
か
ら

世
界
に
展
開
し
て
い
く
可
能
性
を
指
摘
し

た
。
国
内
で
は
、
今
年
は
地
方
や
中
小
企

業
で
も
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
広
が
る
こ
と
に
期

待
し
た
い
と
話
し
た
。

　
将
来
的
に
人
類
の
知
能
に
匹
敵
す
る
汎

用
Ａ
Ｉ
が
登
場
す
れ
ば
、
核
物
質
が
国
際

原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）で
管
理
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
に
も
国
際
的
な
管

理
体
制
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
見
方
も
示
し
た
。

読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　
三
井
　
誠

　
米
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
が
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
公
開
し
た
の
が
２
０
２
２
年
11
月
末
。

「
完
全
に
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
た
。
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
事
態
が
進
ん
で
い
る
」。
松

尾
教
授
は
そ
う
分
析
し
た
う
え
で
、
生
成

Ａ
Ｉ
は「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
、
エ
ン
ジ
ン
、
電
気
な
ど
に
匹
敵
す

る
数
十
年
に
１
度
の
技
術
」と
す
る
米
国

の
研
究
者
の
見
立
て
を
紹
介
し
、
そ
の
イ

ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
巡
る
日
本
政
府
の
議
論

は
、
23
年
５
月
に「
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
」が

発
足
す
る
な
ど
本
格
化
し
て
き
た
。
松
尾

教
授
は
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
の
座
長
も
務
め

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
検
索
エ
ン
ジ
ン

を
巡
る
議
論
で
日
本
は
世
界
に
遅
れ
を
取

　
暮
ら
し
に
身

近
な
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

は
、
今
や
小
売

業
を
代
表
す
る

業
態
に
成
長
し

た
。
24
時
間
・

３
６
５
日
の
営

業
ス
タ
イ
ル

は
、
店
舗
に
社

衡
を
図
る
こ
と
の
難
し
さ
が
う
か
が
え

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
顧
客
の
嗜し

好こ
う

が
変
化
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
ロ
ー
ソ
ン
は
冷
凍
食
品

や
総
菜
を
開
発
し
て
品
ぞ
ろ
え
を
改
め
、

さ
ら
に
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
店
舗
か

ら
最
短
15
分
で
顧
客
に
商
品
を
届
け
る
サ

ー
ビ
ス
も
始
め
る
と
い
う
。
ア
ジ
ア
諸
国

で
展
開
す
る
店
舗
も
含
め
て「
必
要
不
可

欠
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
基
盤
）、
ア

ジ
ア
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
な
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
」と
い
う
竹
増
氏
の
構
え
は
野
心
的
に

映
っ
た
。

　
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り
込
む
こ
と
を
一
つ
の

狙
い
と
し
て
、
ロ
ー
ソ
ン
は
親
会
社
の
三

菱
商
事
と
と
も
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
資
本
業
務

提
携
を
結
ん
だ
。
ロ
ー
ソ
ン
は
三
菱
商
事

と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
折
半
出
資
と
な
り
、
上
場

は
廃
止
さ
れ
る
方
向
だ
。
加
盟
店
利
益
に

責
任
を
持
つ
経
営
を
株
主
２
社
が
尊
重
し

つ
づ
け
る
か
ど
う
か
が
興
味
深
い
。

　
物
流
の
担
い
手
不
足
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
弁
当
や
麺
類
、
総
菜
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
と
い
っ
た
商
品
の
配
送
を
１
日
３
回
か

ら
２
回
に
減
ら
し
、
１
拠
点
あ
た
り
の
Ｃ

Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）排
出
量
を
25
％
削
減

す
る
効
果
を
見
込
む
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
経
営
ト
ッ
プ
が
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
時
代
な
の
だ
ろ
う
。

読
売
新
聞
社
経
済
部
長
　
小
野
田
　
徹
史

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
。
消

費
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の

経
営
は
移
ろ
い
や
す
い
ニ
ー
ズ
へ
の
即
応

が
迫
ら
れ
、
社
会
的
な
課
題
を
い
ち
早
く

克
服
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　
ロ
ー
ソ
ン
の
竹
増
貞
信
社
長
は
、
い
っ

と
き
業
界
で
問
題
化
し
た
コ
ン
ビ
ニ
本
部

と
加
盟
店
の
軋あ

つ

轢れ
き

を
重
く
み
て
、
本
部
が

加
盟
店
の
利
益
に
責
任
を
持
つ
経
営
を
２

０
２
０
年
度
か
ら
実
践
し
て
い
る
。「
し

っ
か
り
と
加
盟
店
さ
ん
に
も
利
益
を
取
っ

て
い
た
だ
く
仕
組
み
が
欠
け
て
い
た
か

ら
、
満
足
な
雇
用
が
で
き
ず
、
店
の
運
営

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」。

そ
う
語
る
竹
増
氏
の
問
題
意
識
か
ら
は
、

企
業
利
益
の
確
保
と
持
続
的
な
経
営
の
均
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「
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」⑩

柯
　
隆
　東
京
財
団
政
策
研
究
所

主
席
研
究
員

３月18日

発
展
の
速
さ 
制
度
置
き
去
り

田
村
　
智
子
　日
本
共
産
党
委
員
長

３月19日

「
変
革
」
と
「
不
変
」
が
相
伴

難
し
く
な
る
」

と
経
済
面
へ
の

影
響
に
も
言

及
。
ま
た
今
年

の
成
長
率
目
標

が
５
％
前
後
と

な
っ
た
点
に
つ

い
て
は
、「
昨

年
は
５
・
２
％

成
長
を
達
成
と

発
表
さ
れ
た
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
」と
提

起
。「
高
く
て
１
・
５
％
」と
の
米
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
推
計
値
を
紹
介
し
つ
つ
、
投

資
・
消
費
・
輸
出
の
伸
び
が
勢
い
を
欠
い

た
状
況
か
ら「
ど
ち
ら
が
体
感
温
度
に
近

い
だ
ろ
う
か
」と
問
い
か
け
た
。

　
ま
た
習
近
平
政
権
10
年
余
の
歩
み
を
振

り
返
り
、
２
０
１
３
年
発
足
当
時
は「
供

給
過
剰
」が
問
題
で
、
過
剰
生
産
能
力
を

対
外
移
転
す
る「
一
帯
一
路
」が
打
ち
出

さ
れ
た
が
、
現
状
は「
需
要
不
足
」が
問

題
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て「
厳
し
い
締

め
付
け
に
よ
る
民
営
企
業
の
弱
体
化
が
背

景
に
あ
る
」と
分
析
し
た
。

　
会
見
は
日
中
関
係
に
関
し
て「
お
や

っ
」
と
思
え
る
発
言
で
締
め
く
く
ら
れ

た
。

　
東
京
・
銀
座
に
北
京
か
ら
若
手
の
知
識

人
ら
に
支
持
さ
れ
る
書
店
が
進
出
し
た
こ

と
を
紹
介
。
書
籍
販
売
だ
け
で
な
く
多
彩

な
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
店
舗
空
間
で
、
す
で
に
パ
リ
、
ロ

ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
に
も
進
出
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
ハ
ブ
に「
グ
レ
ー
タ

ー
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
形

成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。「
こ
う
し
た
動

き
は
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
情
報
と
い
う
面
で
中

国
と
日
本
を
結
ぶ
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」と
期
待
感
を
込

め
て
語
っ
た
。朝

日
新
聞
出
身
　
加
藤
　
千
洋

　
今
春
の
中
国
の
全
人
代（
国
会
に
相
当
）

は
、
不
動
産
不
況
と
地
方
政
府
の
隠
れ
債

務
と
い
っ
た
難
題
に
中
国
政
府
が
ど
の
よ

う
な
対
策
を
打
ち
出
す
か
注
目
さ
れ
た
。

　
柯
隆
氏
は「
何
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
な
か

っ
た
」と
し
、
経
済
は「
失
速
し
つ
つ
あ

る
」と
の
見
立
て
を
披
露
。そ
の
根
本
原
因

は「
こ
の
間
の
速
す
ぎ
た
発
展
に（
経
済

体
制
面
な
ど
の
）制
度
づ
く
り
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

　
全
人
代
で
は
李
強
首
相
の
会
見
が
中
止

さ
れ
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら「
政
治
の
透

明
性
が
損
な
わ
れ
る
」と
の
不
満
が
出

た
。
柯
隆
氏
は「
首
相
会
見
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
き
た
が
、

そ
れ
が
無
い
こ
と
で
今
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

　
女
性
初
の
党

首
と
な
る
田
村

智
子
委
員
長

に
、
23
年
ぶ
り

の
党
首
交
代
を

果
た
し
た
共
産

党
。
１
０
０
年

超
の
歴
史
を
持

つ「
老
舗
政

党
」の
鮮
烈
人

当
然
だ
。

　
専
ら
質
問
は
昨
年
来
、
物
議
を
醸
し
て

き
た
、
党
内
で
の
分
派
活
動
を
認
め
な
い

と
す
る
組
織
原
則「
民
主
集
中
制
」の
あ

り
よ
う
に
集
中
し
た
。

　
田
村
氏
は「
多
数
決
で
決
め
た
こ
と
は

み
ん
な
で
実
行
す
る
。
国
民
に
責
任
を
負

う
以
上
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
バ
ラ
バ
ラ
な

党
に
な
る
」と
説
明
。「
私
た
ち
の
改
革

に
は
抵
抗
が
多
い
。
団
結
が
必
要
だ
」と

も
語
り
、
方
針
を
堅
持
す
る
こ
と
へ
の
理

解
を
求
め
た
。

　
過
去
に
国
家
権
力
か
ら
厳
し
い
弾
圧
を

受
け
た
り
、
党
内
で
激
し
い
路
線
争
い
を

し
た
り
し
た
歴
史
を
持
つ
が
故
に
、
こ
と

さ
ら「
一
枚
岩
」を
重
視
す
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
ま
た
、
田
村
氏
の
説
明
に
も

大
き
な
論
理
的
破
た
ん
は
な
い
。

　
た
だ
、
党
は
現
在
、
民
主
的
な
選
挙
を

通
じ
た「
多
数
者
革
命
」を
目
指
す
と
の

立
場
だ
。
国
民
の
半
数
が
無
党
派
層
と
な

る
中
、
内
向
き
に
な
り
過
ぎ
る
よ
り
も
、

外
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
党
勢
拡
大
に
も

資
す
る
は
ず
だ
。
い
た
ず
ら
に「
反
共
攻

撃
」の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、「
革
命
政
党
」の「
変
革
」も
求
め

ら
れ
る
時
代
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。

時
事
通
信
社
政
治
部
　
丸
橋
　
博
之

事
の
余
波
が
残
る
中
で
の
記
者
会
見
と
な

っ
た
が
、
党
の「
変
革
」と「
不
変
」が
相

伴
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

裏
金
事
件
で
今
後
の
政
局
の
行
方
が
混
迷

す
る
中
、
田
村
氏
は「
私
の
責
務
は
必
ず

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
だ
」と

強
調
。
①
経
済
再
生
②
憲
法
９
条
を
生
か

し
た
政
治
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
を

掲
げ
、
自
ら
の「
自
民
党
打
破
宣
言
」と

し
た
。

　
故
安
倍
晋
三
元
首
相
の「
桜
を
見
る

会
」前
夜
祭
の
追
及
で
名
を
は
せ
た
論
客

で
あ
り
な
が
ら
、「
タ
ム
ト
モ
」の
愛
称

で
親
し
ま
れ
る
田
村
氏
。
選
択
的
夫
婦
別

姓
の
必
要
性
を
訴
え
る
姿
に
は
説
得
力
が

あ
り
、
党
刷
新
へ
の
期
待
が
集
ま
る
の
は
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「〈
政
治
と
カ
ネ
〉を
問
う
」⑥

久
米
　
晃
　元
自
民
党
本
部
事
務
局
長
３月22日

選
挙
は
カ
ネ
が
か
か
る
も
の

ご
り
で
あ
り
、

「
関
係
者
の
処

分
を
よ
っ
ぽ
ど

厳
し
く
し
な
い

と
支
持
率
は
回

復
し
な
い
」と

の
見
立
て
を
示

し
た
。

　
た
だ
、
政
治

資
金
を
丸
ご
と

批
判
す
る
現
在
の
風
潮
に
は
強
く
反
論
し

た
。
自
民
党
が
全
国
に
張
り
巡
ら
す
地
方

組
織
を
企
業
の
営
業
所
に
な
ぞ
ら
え
、
そ

の
維
持
に
は「
当
然
の
営
業
経
費
」が
必

要
で
あ
り
、「
ポ
ス
タ
ー
を
貼
れ
ば
日
当

も
か
か
る
し
、
ビ
ラ
代
も
か
か
る
し
、
座

談
会
を
や
れ
ば
会
場
の
経
費
も
か
か
る
」

「
買
収
資
金
で
な
く
、
最
低
限
の
活
動
資

金
」と
説
明
し
た
。

　
面
積
が
大
き
な
選
挙
区
で
は「
後
援
会

事
務
所
を
３
カ
所
、
４
カ
所
」「
移
動
す
る

に
も
ガ
ソ
リ
ン
代
が
か
か
る
」「
何
で
も
か

ん
で
も
一
律
に
同
じ
に
や
れ
と
い
う
の
が

ど
だ
い
無
理
な
話
」な
ど
の
事
情
に
も
触

れ
、「
選
挙
は
カ
ネ
が
か
か
る
も
の
な
ん

だ
と
理
解
し
て
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
を

話
し
て
も
ら
い
た
い
」と
訴
え
た
。

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
政
治
と
カ
ネ
」だ

っ
た
が
、
そ
こ
は〝
選
挙
の
神
様
〟で
あ

る
。「
昔
は
票
読
み
が
で
き
る
選
挙
の
プ

ロ
が
い
て
、
そ
の
確
認
の
た
め
世
論
調
査

を
し
た
。
今
は
読
め
る
プ
ロ
が
い
な
く
な

り
、
世
論
調
査
で
票
読
み
を
す
る
。
主
客

転
倒
だ
」な
ど
の
興
味
深
い
話
が
続
々
。

衆
院
選
の
時
期
は「（
岸
田
総
理
の
）や
け

っ
ぱ
ち
解
散
な
ん
て
な
い
。
選
挙
は
勝
つ

た
め
に
や
る
の
だ
か
ら
」と
の
ご
託
宣
だ

っ
た
。日

本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
大
石
　
格

　「
全
部
、
反ほ

故ご

に
な
っ
て
い
る
」。
現
在

の
政
治
資
金
問
題
の
原
因
は
、
自
民
党
が

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
を
踏
ま
え
て
１
９
８
９

年
に
つ
く
っ
た
政
治
改
革
大
綱
を
な
い
が

し
ろ
に
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。「
派

閥
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
、（
政
治
資

金
）パ
ー
テ
ィ
ー
は
や
ら
な
い
。
党
役
員

は
派
閥
を
抜
け
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
、

と
書
い
て
あ
る
」

　
岸
田
文
雄
氏
が
閣
僚
在
任
中
に
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
き
、
派
閥
会
長
の
ま
ま
で
総
理

に
就
い
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
党
の
緩

み
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
」

と
指
摘
し
た
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
一
強

多
弱
の
政
治
状
況
が
も
た
ら
す「
絶
対
に

政
権
交
代
は
な
い
」と
い
う
自
民
党
の
お

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
脳
ト
レ
を
導
入
。
高

齢
の
受
刑
者
が
作
業
療
法
士
や
介
護
士
に

付
き
添
わ
れ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
姿

は
介
護
施
設
と
何
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
名
古
屋
刑
務
所
で
刑
務
官
が
受
刑
者
に

暴
行
や
暴
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
問
題
を

受
け
、
法
務
省
は
再
発
防
止
の
一
環
で
、

受
刑
者
の
呼
び
捨
て
を
や
め
て「
さ
ん
」

付
け
呼
称
に
す
る
取
り
組
み
を
４
月
か
ら

全
面
的
に
始
め
る
。
府
中
刑
務
所
で
は
昨

年
12
月
か
ら
一
部
試
行
し
て
い
る
。

　
リ
ハ
ビ
リ
担
当
や
居
室
担
当
の
刑
務
官

は
違
和
感
な
く「
さ
ん
」付
け
で
呼
ん
で

い
る
と
い
う
。
一
方
、
大
人
数
を
管
理
す

る
作
業
工
場
担
当
の
刑
務
官
に
は「
規
則

違
反
を
注
意
す
る
際
も
さ
ん
付
け
な
の

か
」と
戸
惑
い
も
あ
る
よ
う
だ
。
施
設
内

を
案
内
し
た
処
遇
部
長
は「
正
直
、
刑
務

所
で
は
厳
し
い
管
理
が
必
要
だ
と
考
え
る

職
員
も
中
に
は
い
る
」と
明
か
し
た
。

　
府
中
刑
務
所
は
地
元
自
治
体
な
ど
外
部

か
ら
の
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

る
と
い
う
。
今
回
の
視
察
に
も
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

受
刑
者
の
ス
ム
ー
ズ
な
社
会
復
帰
や
不
祥

事
防
止
の
た
め
に
も
、
刑
務
所
と
い
う
施

設
が
地
域
に
開
か
れ
た
存
在
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
。

　�

熊
本
日
日
新
聞
社
地
域
報
道
本
部
社
会
担
当

�

丸
山
　
伸
太
郎

　
２
月
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
視
察
団
と

し
て
、
東
京
都
府
中
市
に
あ
る
国
内
最
大

の
刑
務
所「
府
中
刑
務
所
」を
訪
れ
た
。

20
万
平
方
㍍
超
の
広
大
な
敷
地
を
高
さ
５

㍍
超
の
塀
が
囲
む
。
建
物
は
想
像
し
て
い

た
よ
り
も
古
い
印
象
。
空
調
が
十
分
効
い

て
い
な
い
の
か
、「
施
設
内
の
温
度
は
屋

外
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」と
説
明
さ
れ

た
通
り
、
肌
寒
さ
を
感
じ
た
。

　
犯
罪
傾
向
が
進
ん
だ
刑
期
10
年
未
満
の

男
性
を
中
心
に
収
容
し
、
定
員
２
６
６
８

人
に
対
す
る
収
容
率
は
現
在
約
60
％
。
居

室
で
黙
々
と
折
り
紙
を
折
る
人
、
入
浴
の

順
番
を
待
っ
て
整
列
す
る
人
、
懲
罰
を
受

け
て
正
座
し
て
い
る
人
…
。
視
察
で
は
刑

務
所
内
の
日
常
が
垣
間
見
え
た
。

　
一
般
社
会
と
同
様
に
刑
務
所
内
も
高
齢

化
し
、
知
的
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
人

も
増
え
て
い
る
。
施
設
で
は
自
転
車
型
ト

府中刑務所 視察
受刑者「さん」付け戸惑いも

２月22日／参加者27人
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政
治
倫
理
審
査
会�

足
利

　浩
一
郎（
読
売
新
聞
社
政
治
部
デ
ス
ク
）

首
相
の「
賭
け
」な
お
正
念
場

処
分
と
規
正
法
改
正
が
分
水
嶺

岸
田
文
雄
首
相（
自
民
党
総
裁
）が
自

民
党
派
閥
の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件

を
巡
り
、
衆
院
政
治
倫
理
審
査
会
に
全
面

公
開
で
出
席
す
る
意
向
を
唐
突
に
表
明
し

た
の
は
２
月
28
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
国
民
の
政
治
不
信
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
し
ま
う
。
状
況
を
打
開
し
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
」

首
相
が
そ
の
日
、
周
囲
に
漏
ら
し
た
言

葉
の
端
々
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
切
迫
を
感

じ
た
。
政
府
・
与
党
の
関
係
者
に
は
表
明

直
前
ま
で
知
ら
さ
れ
ず
、
麻
生
太
郎
副
総

裁
ら
幹
部
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

与
野
党
は
衆
院
政
倫
審
で
安
倍
、
二
階

両
派
の
幹
部
５
人
を
審
査
す
る
こ
と
で
い

っ
た
ん
合
意
し
た
が
、
公
開
す
る
、
し
な

い
と
い
う
開
催
形
式
の
入
り
口
で
協
議
が

難
航
し
た
。
そ
の
余
波
で
２
０
２
４
年
度

予
算
案
の
審
議
も
停
滞
し
、
年
度
内
成
立

が
確
実
と
な
る
３
月
２
日
の
衆
院
通
過
期

限
が
迫
っ
て
い
た
。

首
相
が
範
を
示
す
形
と
な
っ
て
５
人
は

野
党
が
要
求
す
る
全
面
公
開
に
応
じ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
衆
院
政
倫
審
は
開
催
さ

れ
た
。
あ
る
政
府
高
官
は
予
算
案
が
３
月

２
日
に
衆
院
通
過
し
た
意
義
を
強
調
し
、

「
政
権
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
」と
安
堵
し
た
表
情
を
浮
か
べ
た
。

当
事
者
意
識
を
欠
い
た
答
弁

首
相
は
大
き
な「
賭
け
」に
打
っ
て
出

た
わ
け
だ
が
、
成
功
し
た
と
は
必
ず
し
も

言
い
切
れ
な
い
。
首
相
を
含
む
６
人
の
答

弁
は
当
事
者
意
識
に
欠
け
る
答
弁
が
目
立

ち
、
取
材
し
て
い
た
記
者
団
か
ら
い
ら
だ

ち
の
声
も
上
が
っ
た
。

国
民
か
ら
特
に
厳
し
い
視
線
を
向
け
ら

れ
て
い
る
の
は
安
倍
派
だ
。
同
派
で
は
、

派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
を
所

属
議
員
に
還
流
し
、
18
～
22
年
の
５
年
間

に
計
約
６
億
７
５
０
０
万
円
を
裏
金
化
し

て
い
た
と
さ
れ
る
。
22
年
４
月
に
当
時
会

長
だ
っ
た
安
倍
晋
三
元
首
相
が
還
流
を
中

止
す
る
よ
う
指
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、還
流
が
継
続
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

真
相
は
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
。

西
村
康
稔
・
前
経
済
産
業
相
は
衆
院
政

倫
審
で
、
安
倍
氏
が
死
去
し
た
後
の
22
年

８
月
に
幹
部
間
で
継
続
の
是
非
を
協
議
し

た
こ
と
は
認
め
つ
つ
、「
結
論
が
出
な
か

っ
た
」と
主
張
。
世
耕
弘
成
・
前
参
院
幹

事
長
に
い
た
っ
て
は
、
３
月
1４
日
の
参
院

政
倫
審
で「
誰
が
決
め
た
か
私
も
知
り
た

い
」と
居
直
っ
た
。
当
時
幹
部
だ
っ
た
の

で
あ
れ
ば
主
体
的
に
調
査
し
、
な
ぜ
真
相

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
そ

の
よ
う
な
疑
問
を
抱
い
た
国
民
は
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
臆
面
も
な
く
、
人
ご
と
の

よ
う
な
発
言
を
す
る
姿
を
見
て
首
を
か
し

げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

実
態
解
明
に
至
ら
ぬ
歯
が
ゆ
さ

政
倫
審
で
関
係
議
員
の
追
及
を
重
ね
て

も
、「
知
ら
な
い
」「
秘
書
に
任
せ
て
い
た
」

と
い
っ
た
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
、
実
態
解

明
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
立
憲
民
主
党
や
日
本
維
新
の
会
な

ど
の
野
党
は
、
安
倍
派
元
幹
部
ら
を
対
象

と
し
て
、
虚
偽
の
証
言
を
す
れ
ば
偽
証
罪

に
問
わ
れ
る
証
人
喚
問
を
要
求
し
て
い

る
。公

明
党
幹
部
は「
政
倫
審
に
は
限
界
が

あ
る
。
政
倫
審
の
答
弁
内
容
も
踏
ま
え
、

処
分
の
軽
重
を
判
断
す
る
し
か
な
い
」と

指
摘
す
る
。
歯
が
ゆ
さ
は
感
じ
る
が
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

首
相
は
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
不
記

載
額
や
役
職
な
ど
も
勘
案
し
、
４
月
上
旬

ま
で
に
関
係
し
た
議
員
の
処
分
を
行
い
た

い
考
え
だ
。
国
会
議
員
本
人
へ
の
罰
則
を

強
化
す
る
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正
に
関

し
て
は
、
今
国
会
中
に
実
現
す
る
意
向
を

示
し
て
い
る
。

首
相
が
一
連
の
問
題
に
政
党
と
し
て
の

け
じ
め
を
つ
け
、
政
治
の
信
頼
回
復
に
向

け
た
道
筋
を
示
せ
る
か
ど
う
か
。
国
民
は

指
導
力
を
注
視
し
て
い
る
。

内
閣
支
持
率
が
20
％
台
に
低
迷
す
る

中
、
９
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う
党
総
裁

選
が
控
え
る
。
再
選
を
期
す
首
相
に
と
っ

て
、
今
後
を
左
右
す
る
分
水
嶺
を
迎
え
て

い
る
。�

（
３
月
22
日
記
）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

衆院政治倫理審査会で答弁する岸田文雄首相
（２月29日/国会/読売新聞社提供）

あ
し
か
が
・
こ
う
い
ち
ろ
う
▼
2
0
0
2
年
入

社
　
金
沢
支
局
　
世
論
調
査
部
を
経
て
　
08

年
か
ら
政
治
部
　
法
務
部
な
ど
を
経
て
　
24

年
３
月
か
ら
政
治
部
デ
ス
ク
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日
経
平
均
が
最
高
値
更
新�

伊
藤

　一
馬（
時
事
通
信
社
経
済
部
）

け
ん
引
役
は
海
外
投
資
家

急
上
昇 

市
場
関
係
者
も
驚
き

２
０
２
３
年
大
納
会
の
終
値
が
３
万
３

４
６
４
円
17
銭
だ
っ
た
日
経
平
均
株
価

は
、2４
年
に
入
り
急
ピ
ッ
チ
で
上
昇
し
た
。

２
月
22
日
に
は
バ
ブ
ル
経
済
の
さ
な
か
の

１
９
８
９
年
末
に
付
け
た
最
高
値
３
万
８

９
１
５
円
87
銭
を
3４
年
２
カ
月
ぶ
り
に
更

新
し
た
。
３
月
４
日
に
は
節
目
の
４
万
円

も
超
え
た
。

４
万
円
突
破
は「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」

日
経
平
均
上
昇
の
け
ん
引
役
は
、
投
資

主
体
で
は
海
外
投
資
家
、
銘
柄
で
は
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）に
関
連
し
た
半
導
体
関
連

株
な
ど
の
値
が
さ
株
だ
っ
た
。
み
ず
ほ
証

券
の
中
村
克
彦
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
ト
ラ
テ
ジ

ス
ト
は「
日
経
平
均
４
万
円
へ
の
上
昇
は

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ（
Ｆ
）、
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト（
Ａ
）、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

（
Ｓ
）、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン（
Ｔ
）だ
」と

た
と
え
て
い
る
。

日
経
平
均
の
上
昇
は
上
場
企
業
の
業
績

向
上
が
主
因
だ
が
、
東
京
証
券
取
引
所
が

上
場
企
業
に
資
本
効
率
や
株
価
を
意
識
し

た
経
営
を
要
請
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ

た
。
23
年
前
半
は
東
証
の
要
請
に
加
え
、

米
著
名
投
資
家
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ

ト
氏
に
よ
る
日
本
株
の
追
加
投
資
検
討
の

表
明
も
手
掛
か
り
と
な
り
、
日
経
平
均
は

３
万
３
０
０
０
円
台
に
浮
上
し
た
。

23
年
後
半
は
３
万
円
台
か
ら
３
万
３
０

０
０
円
台
の
間
で
も
み
合
っ
た
。
こ
の
時

期
は
市
場
関
係
者
の
間
で「
海
外
機
関
投

資
家
が
大
挙
し
て
来
日
し
、
日
本
株
に
関

す
る
調
査
を
し
た
」（
中
堅
証
券
幹
部
）こ

と
が
話
題
に
な
っ
た
。
2４
年
初
頭
の
株
価

上
昇
は
、
こ
う
し
た
海
外
投
資
家
の
日
本

株
保
有
比
率
引
き
上
げ
が
理
由
と
み
ら
れ

て
い
る
。
東
証
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、

海
外
投
資
家
は
年
初
か
ら
７
週
連
続
で
日

本
の
現
物
株
を
買
い
越
し
た
。

株
式
市
場
を
分
析
す
る
証
券
会
社
や
資

産
運
用
会
社
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
で
は

「
こ
れ
ほ
ど
速
く
日
経
平
均
が
上
昇
す
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」と
驚
い
て
い
る
人

が
多
い
。
23
年
12
月
28
日
配
信
の「
時
事

フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
調
査
」に
よ
る
と
、
2４

年
に
日
経
平
均
の
高
値
が
４
万
円
を
超
え

る
と
予
想
し
た
市
場
関
係
者
は
、
回
答
者

16
人
の
う
ち
２
人
だ
っ
た
。

相
場
上
昇
を
け
ん
引
し
た
半
導
体
関
連

株
の
人
気
過
熱
に
つ
い
て
は
、
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
す

る
声
も
あ
る
。
米
中
両
国
の
技
術
覇
権
競

争
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
構
築
の

必
要
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
半
導
体
の

製
造
装
置
や
材
料
を
扱
う
日
本
企
業
に
対

す
る
注
目
度
が
高
ま
っ
た
。

な
お
、
89
年
12
月
時
点
の
旧
東
証
１
部

市
場
の
時
価
総
額
は
５
９
０
兆
円
だ
っ

た
。
一
方
、
現
在
の
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場

の
時
価
総
額
は
約
９
８
０
兆
円
に
達
し
て

い
る（
３
月
27
日
現
在
）。
日
経
平
均
が

株
価
指
数
と
い
う
物
差
し
の
一
つ
で
し
か

な
い
点
は
留
意
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

日
経
平
均
の
最
高
値
更
新
を
伝
え
る
記

事
で
は「
株
価
は
高
く
て
も
景
気
は
良
く

な
っ
て
い
な
い
」と
い
う
街
の
声
が
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
株
式
市
場
担
当
の
記

者
と
し
て
は
、
や
や
違
和
感
が
あ
っ
た
。

「
景
気
が
良
い
か
ら
株
価
が
上
が
る
」の

で
は
な
く
、「
株
価
が
上
が
る
と
資
産
効

果
に
よ
り
株
式
保
有
者
の
景
気
が
良
く
な

る
」と
い
う
の
が
筋
だ
。

株
高
や
配
当 

限
ら
れ
る
恩
恵

日
本
証
券
業
協
会
が
ま
と
め
た
資
料
に

よ
る
と
、
22
年
度
末
の
個
人
株
主
数
は
１

４
８
９
万
人
。
最
近
は
増
加
傾
向
が
続
い

て
い
る
が
、
日
本
の
総
人
口（
約
１
億
２

４
０
０
万
人
）と
比
べ
る
と
、
株
高
や
配

当
の
恩
恵
を
直
接
受
け
ら
れ
る
人
は
依
然

と
し
て
限
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
の
財
閥
解
体
で
は
、
財
閥
が
保
有

し
て
い
た
株
式
を
個
人
が
取
得
す
る
こ
と

を
推
奨
す
る
証
券
民
主
化
運
動
が
進
ん

だ
。
70
年
以
上
が
経
過
し
た
今
も
、
こ
の

運
動
の
趣
旨
は
色
あ
せ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
新
し
い
少
額
投
資
非
課
税
制
度

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）な
ど
を
通
じ
、
企
業
価
値
向

上
の
恩
恵
が
家
計
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み

が
広
が
る
必
要
が
あ
る
。

４万円台を記録した日経平均株価を示すモニター
（３月４日午前/東京都千代田区/時事通信社提供）

い
と
う
・
か
ず
ま
▼
1
9
9
4
年
入
社
　
東
証

の
兜
ク
ラ
ブ
　
津
　
青
森
の
両
支
局
　
日
銀
　

機
械
　
郵
政
　
素
材
　
流
通
な
ど
を
担
当
　

2
0
1
8
年
か
ら
３
度
目
の
兜
ク
ラ
ブ
　
今
年

４
月
か
ら「
金
融
財
政
ビ
ジ
ネ
ス
」編
集
長

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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熊 本発� 地元メディアの視点から

半
導
体
受
託
生
産
最
大
手
の
台
湾
積
体

電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）が
２
月
2４
日
、

熊
本
県
菊
陽
町
に
建
設
し
た
日
本
国
内
で

初
め
て
と
な
る
工
場
で
開
い
た
開
所
式
。

出
席
し
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
創
業
者
の
張
忠
謀

（
モ
リ
ス
・
チ
ャ
ン
）氏
は
あ
い
さ
つ
で

「
半
導
体
製
造
に
お
け
る
日
本
の
ル
ネ
サ

ン
ス（
再
興
）に
な
る
と
信
じ
て
い
る
」と

開
所
に
あ
た
っ
て
の
思
い
を
語
り
、
熊
本

工
場
へ
の
期
待
を
強
く
感
じ
た
。

開
所
式
に
は
、
熊
本
工
場
を
運
営
す
る

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
子
会
社
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
出
資
す

る
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の
吉
田
憲
一
郎
会
長

や
デ
ン
ソ
ー
の
林
新
之
助
社
長
の
ほ
か
、

新
た
に
資
本
参
加
を
表
明
し
た
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
豊
田
章
男
会
長
も
出
席
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
が
２
０
２
１
年
11
月
に
新
工
場
の
建
設

を
発
表
し
て
か
ら
約
２
年
３
カ
月
。
戦
略

物
資
と
し
て
世
界
各
国
で
半
導
体
の
重
要

性
が
高
ま
る
中
、
生
産
基
盤
強
化
に
向
け

た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
よ
い
よ
本
格

的
に
動
き
始
め
る
の
だ
と
実
感
し
た
。

■
政
府
補
助 

最
大
１
・
２
兆
円

新
工
場
は
今
年
10
～
12
月
に
量
産
を
始

め
る
予
定
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
像

セ
ン
サ
ー
や
自
動
車
向
け
に
、
日
本
で
は

最
先
端
と
な
る
回
路
線
幅
10
～
20
㌨
㍍
台

（
㌨
は
10
億
分
の
１
）台
の
演
算
用
ロ
ジ
ッ

ク
半
導
体
を
生
産
す
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
２

月
上
旬
、
熊
本
県
内
に
第
２
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
も
発
表
。
第
１
工
場
の
隣
接
地

と
み
ら
れ
、
第
１
工
場
よ
り
先
端
の
回
路

線
幅
６
㌨
㍍
の
製
品
も
生
産
す
る
計
画

だ
。
二
つ
の
工
場
を
合
わ
せ
た
投
資
額
は

約
３
兆
円
を
超
え
る
見
通
し
で
、
日
本
政

府
は
両
工
場
に
最
大
で
計
約
１
兆
２
千
億

円
を
補
助
す
る
。
官
民
挙
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
地
元
へ
の
経
済
波
及
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

半
導
体
産
業
が
集
積
す
る
九
州
は「
シ

リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
」と
呼
ば
れ
る
。
熊

本
県
内
で
は
、
１
９
６
７
年
に
三
菱
電
機

が
熊
本
工
場
の
操
業
を
始
め
て
以
降
、
ル

ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ
と
い
っ
た
大
手
半
導
体
メ
ー
カ
ー

の
ほ
か
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
な
ど
製
造

装
置
メ
ー
カ
ー
が
進
出
。
最
盛
期
の
２
０

０
０
年
に
は
九
州
の
集
積
回
路（
Ｉ
Ｃ
）

の
生
産
額
は
約
１
兆
４
千
億
円
に
達
し
た

が
、
そ
の
後
は
他
国
の
台
頭
に
押
さ
れ
て

低
下
傾
向
が
続
い
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
発
表
以
降
は
、
半
導

体
関
連
企
業
が
相
次
い
で
県
内
で
の
設
備

投
資
を
発
表
。
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
は
既
存

工
場
近
く
に
、
新
工
場
建
設
に
向
け
て
27

㌶
の
土
地
を
新
た
に
取
得
。
半
導
体
製
造

用
材
料
を
手
が
け
る
企
業
や
物
流
企
業
の

新
増
設
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
で
あ
る
台
湾
企
業
の
進
出
も
増
え
て

い
る
。
自
動
車
関
連
な
ど
の
地
場
製
造
企

業
の
中
に
は
、
新
た
に
半
導
体
関
連
事
業

に
乗
り
出
す
動
き
も
み
ら
れ
る
。

九
州
経
済
調
査
協
会（
福
岡
市
）の
推

計
に
よ
る
と
、
九
州
地
域（
沖
縄
、
山
口

を
含
む
９
県
）で
の
半
導
体
関
連
産
業
の

設
備
投
資
に
よ
る
21
年
か
ら
30
年
ま
で
の

経
済
波
及
効
果
は
20
兆
７
７
０
億
円
。
こ

の
う
ち
、
熊
本
県
が
10
兆
５
３
６
０
億
円

を
占
め
る
と
し
た
。

■
地
価
急
上
昇 

営
農
に
も
不
安

一
方
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
環
境
維
持
へ

の
対
応
も
急
務
だ
。
半
導
体
関
連
企
業
が

集
ま
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
新
工
場
一
帯
で
は
、

朝
夕
の
通
勤
時
の
交
通
渋
滞
が
常
態
化
。

半
導
体
工
場
は
製
造
過
程
で
大
量
の
水
を

使
う
た
め
、
熊
本
が
誇
る
地
下
水
の
減
少

や
水
質
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声
も
根
強

い
。Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
新
工
場
建
設
発
表
以
降
、

菊
陽
町
や
近
隣
の
市
町
で
は
地
価
が
急
上

昇
。
借
地
で
自
給
飼
料
を
生
産
す
る
酪
農

家
が
土
地
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
、
農
業
者
か
ら
営
農
継
続

へ
の
不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

熊
本
県
は
道
路
や
工
業
用
水
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
と
強
調
し
、対
応
を
急
い
で
い
る
。

地
元
へ
の
経
済
波
及
効
果
だ
け
で
な
く
、

地
域
が
抱
え
る
不
安
や
課
題
も
き
め
細
や

か
に
取
材
し
て
い
き
た
い
。

山本　文子
（熊本日日新聞社地域報道本部）

新・列島報告�　熊本県
ＴＳＭＣ新工場開所

県内波及効果10兆円超
渋滞、地下水への心配も

や
ま
も
と
・
あ
や
こ
▼
2
0
1
6
年
入
社
　
広

告
営
業
部
や
水
俣
芦
北
総
局
な
ど
を
経
て
　

22
年
か
ら
現
職

開所式を開いたＴＳＭＣの新工場（２月2４日/熊本県菊陽町/熊本日日
新聞社提供）
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「
正
気
か
よ
」。
電
話
を
切
っ
た
後
に
そ

う
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
２
月
７
日
の
朝
で

あ
る
。

２
月
上
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
た
報
道
各

社
に
よ
る
山
梨
県
の
長
崎
幸
太
郎
知
事
、

就
任
６
年
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
直

前
の
１
月
20
日
に
長
崎
知
事
は
、
二
階
派

か
ら
現
金
１
１
８
２
万
円
を
受
け
取
り
、

政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
し
な
い
ま

ま
４
年
以
上
金
庫
に
保
管
し
て
い
た
と
明

ら
か
に
し
た
。「
預
り
金
だ
と
思
っ
て
い
た
」

「
確
認
を
失
念
し
た
」と
の
こ
と
だ
。

「
説
明
責
任
は
果
た
し
た
」と
知
事
は
言

う
が
、
と
て
も
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
調
べ
る
に
つ
れ
て
新
た
な
疑
問
も
浮

か
ん
で
く
る
。
事
前
に
提
出
を
求
め
ら
れ

た
質
問
予
定
項
目
の
文
言
を「
政
治
と
カ

ネ
に
つ
い
て
」か
ら「
自
身
の
不
記
載
問
題

に
つ
い
て
」に
変
更
す
る
と
県
に
通
告
し
た
。

単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
で
独
自
に
調
べ

た
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

２
月
７
日
に
県
の
担
当
者
か
ら「
不
記

載
に
関
す
る
質
問
を
削
除
し
て
も
ら
い
た

い
」「
す
で
に
定
例
会
見
で
答
え
て
い
て
、

そ
れ
以
上
の
答
え
は
な
い
」、そ
し
て「
削
除

し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
ら
れ
な
く
な
る
」と
告
げ
ら
れ
た
。

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
自
体
で
き
な
い
っ
て
こ

と
で
す
か
？
」と
私
は
確
認
し
た
が「
そ

う
い
う
こ
と
で
す
」と
い
う
答
え
だ
っ
た
。

上
司
と
も
相
談
し
た
後
、
私
は
県
の
担

当
者
に
対
し
、「
本
当
に
質
問
を
削
除
し

な
け
れ
ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
な
く
な
る

の
か
」を
再
度
確
認
し
た
う
え
で
、「
応

じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」と
告
げ
た
。

担
当
者
が「
上
の
も
の
」と
相
談
し
て
か

ら
出
し
て
き
た
答
え
は「
そ
う
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
知
事
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
な
し

と
い
う
こ
と
で
」で
あ
っ
た
。

■
１
０
０
回
で
も
同
じ
回
答
に

こ
の
問
題
が
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
る

間
、
私
は
何
度
も「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の

か
」と
自
問
し
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る

理
由
を
つ
け
よ
う
と
も
や
は
り「
不
記
載

の
質
問
を
し
な
い
で
く
れ
」「
は
い
、
わ
か

り
ま
し
た
」と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
１

０
０
回
同
じ
場
面
が
来
て
も
、
１
０
０
回

そ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。
県
で
最
も
権
力
を

持
ち
、
巨
額
の
予
算
執
行
の
責
任
者
で
あ

る
知
事
が
、
そ
の
資
質
を
備
え
て
い
る
の

か
は
常
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
が
最
も
重
要
だ
と
思
っ
た
の
は
、「
未

来
の
報
道
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
」と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
県
か
ら
の
圧

力
に
屈
し
、
目
先
の
不
利
益
を
考
え
て
穏

便
に
す
ま
せ
よ
う
と
こ
の
要
請
を
受
け
て

し
ま
っ
た
ら
、
将
来
自
分
に
代
わ
り
県
政

を
取
材
す
る
後
輩
た
ち
に
あ
し
き
前
例
を

作
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。「
あ
な
た

た
ち
の
先
輩
は
こ
の
要
請
を
受
け
て
く
れ

て
い
ま
す
よ
」と
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
。

政
治
も
報
道
も
、
未
来
に
対
し
て
か
せ
を

負
わ
せ
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

■「
サ
ー
ビ
ス
」と「
真
剣
勝
負
」

知
事
は
議
会
の
中
で
今
回
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
つ
い
て「
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
も

の
」と
言
っ
た
。

私
は「
真
剣
勝
負
」の
つ
も
り
で
準
備

を
進
め
て
い
た
。
断
じ
て
サ
ー
ビ
ス
の
手

伝
い
を
す
る
つ
も
り
も
、
出
来
レ
ー
ス
の

八
百
長
を
す
る
つ
も
り
も
な
か
っ
た
。
県

側
は
今
回
の
問
題
に
つ
い
て
当
初「
調
整

し
た
に
す
ぎ
ず
、
認
識
の
行
き
違
い
」と

回
答
し
た
。
再
抗
議
を
受
け
て「
深
く
反

省
申
し
上
げ
る
」と
し
た
が
、
県
民
に
届

け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
す
る
認
識
に
、

そ
も
そ
も
ず
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
最
も
さ

み
し
い
。

先
日
ド
ラ
マ
の
原
作
改
変
に
つ
い
て
の

記
事
を
見
て
い
る
中
で「
当
た
り
前
に
守

ら
れ
る
権
利
を
、
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と

言
う
こ
と
に
勇
気
が
必
要
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
た
。

我
々
は
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
勇
気
が
必
要

で
は
な
い
報
道
の
未
来
を
期
待
し
た
い
。

芹沢　年延
（テレビ山梨報道部県政担当キャップ）

新・列島報告�　山梨県
県知事の政治資金不記載

取材条件 質問取り下げ
未来の報道 念頭に拒否

せ
り
ざ
わ
・
と
し
の
ぶ
▼
2
0
0
5
年
１
月
入

社
　
報
道
部
所
属
で
ス
ポ
ー
ツ
　
社
会
部
な

ど
を
担
当
　
15
年
よ
り
約
２
年
半
の
制
作
部

勤
務
を
除
き
県
政
キ
ャ
ッ
プ

不記載問題について会見で説明する長崎幸太郎知事。左
は収支報告書、現金のイメージ（1月20日/テレビ山梨提供）
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ら
気
性
が
荒
く
、
認
知
症
が
進
ん
だ
祖
母

の
非
難
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
も
う
…
や
め
て
」。
そ
れ
が
５
カ
月
で

迎
え
た
限
界
だ
っ
た
。
裁
判
で
、
彼
女
は

自
ら
の
罪
に
泣
き
、
悔
い
た
。

私
は
、
そ
ん
な
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
ほ

ぼ
傍
聴
だ
け
で
書
い
た
。
判
決
は
執
行
猶

予
付
の
懲
役
刑
だ
っ
た
。
弁
護
士
を
通
じ

て
取
材
を
打
診
し
た
が
、
返
答
は
な
か
っ

た
。
記
事
は
、
匿
名
に
し
た
。

■「
私
も
介
護
に
苦
し
ん
だ
の
」

報
じ
た
後
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ

と
が
起
き
た
。
支
局
に
連
日
、
全
国
か
ら

手
紙
が
何
十
通
も
届
き
始
め
た
。
全
て
、

宛
先
は
彼
女
だ
っ
た
。

「
私
も
介
護
に
苦
し
ん
だ
の
」「
大
変
だ

っ
た
ね
」「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
た
め
に
生

き
て
く
だ
さ
い
」

そ
ん
な
手
紙
を
毎
週
末
に
弁
護
士
事
務

所
へ
届
け
に
行
く
の
が
私
の
役
割
に
な
っ

た
。
本
人
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
の
は
、
手

紙
が
よ
う
や
く
数
を
減
ら
し
た
頃
だ
。
用

件
は「
お
礼
」だ
っ
た
。

「
頂
い
た
手
紙
は
全
部
読
ん
で
い
ま
す
。

私
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
こ
ん
な
に

い
て
、
励
み
に
し
て
い
ま
す
」

礼
を
言
い
た
か
っ
た
相
手
は
、
私
よ
り

む
し
ろ
、
匿
名
の
差
出
人
た
ち
だ
っ
た
と

思
う
。
記
事
を
書
い
た
だ
け
の
私
は
決
ま

り
が
悪
く
、
何
か
を
モ
ゴ
モ
ゴ
と
口
に
し

て
受
話
器
を
置
い
た
。

■
ラ
イ
ン
で
嬉
し
い
報
告
が

本
当
は
、
嬉
し
か
っ
た
。

礼
を
言
わ
れ
た
こ
と
以
上
に
、
彼
女
に

心
を
寄
せ
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
が
。
そ

れ
を
彼
女
自
身
が
前
向
き
に
受
け
取
っ
て

い
た
こ
と
が
。
罪
を
犯
し
た
匿
名
の
誰
か

の
境
遇
を
知
り
、
共
感
を
持
っ
て
言
葉
を

贈
る
人
た
ち
の
存
在
は
、
私
に
と
っ
て
も

励
み
に
な
っ
た
。

後
に
私
は
彼
女
と
じ
っ
く
り
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
っ
か

け
は
、
あ
の
電
話
だ
っ
た
と
思
う
。
そ

し
て
、
つ
い
先
日
、
彼
女
か
ら
ラ
イ
ン

で
嬉
し
い
報
告
が
あ
っ
た
。

「
正
職
員
と
し
て
、
保
育
の
仕
事
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

事
件
で
失
っ
て
い
た
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
が
戻
り
、
自
分
で
そ
の
職
場
を
探

し
た
そ
う
だ
。

資
格
が
戻
っ
て
も
実
際
に
働
き
口
を

見
つ
け
る
の
は
勇
気
が
要
っ
た
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
、
執
行
猶
予
の
期
間
は
明

け
る
。
で
も
、
彼
女
は
そ
れ
で
償
い
が

終
わ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
２
年
前

の
冬
、
言
っ
て
い
た
。

「
私
が
い
つ
か
子
ど
も
と
携
わ
る
仕

事
に
戻
れ
て
も
、
そ
れ
を
快
く
思
わ
な

い
人
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
は
、

私
が
一
生
背
負
っ
て
い
く
こ
と
で
す
」

確
か
に
過
ち
を
犯
し
た
。
で
も
、
私

は
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
や
り
直
し

の
道
を
行
く
彼
女
に
、
彼
女
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
人
た
ち
に
心
を
砕
く
世
の

中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
。
い
つ
か
、
今

度
は
、
そ
の
名
と
と
も
に
彼
女
の
話
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
。

（
は
る
ま
し
・
し
ょ
う
た
　
２
０
０
９
年

入
社
　
社
会
部
　
神
戸
支
局
な
ど
を
経
て
　

21
年
か
ら
再
び
社
会
部
所
属
）

次
号
は
市
川
正
峻
さ
ん（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

支
局
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の

は
、
月
に
何
度
か
あ
る
夜
勤
の
時
だ
っ

た
。
受
話
器
を
取
る
と
、
電
話
主
の
女

性
は
小
さ
な
声
で
自
分
の
名
を
告
げ

た
。
神
戸
支
局
に
い
た
２
０
２
０
年
の

秋
。
そ
の
声
を
、
私
は
法
廷
で
し
か
聞

い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
２
カ
月
前
、

彼
女
が
問
わ
れ
た
罪
状
は
、
殺
人
だ
っ

た
。こ

れ
か
ら
つ
づ
る
の
は
、
そ
の
女
性

の
こ
と
だ
。
今
は
社
会
の
中
で
日
々
を

歩
ん
で
い
る
。

２
０
１
９
年
10
月
、
21
歳
だ
っ
た
彼

女
は
祖
母
を
あ
や
め
た
。
そ
の
年
の
４

月
、
念
願
の
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
働
き

始
め
、
５
月
か
ら
は
認
知
症
の
祖
母
と

同
居
し
て
介
護
も
担
っ
て
い
た
。
仕
事

と
介
護
で
睡
眠
は
２
時
間
ほ
ど
。
親
族

と
職
場
の
理
解
は
な
く
、
負
担
と
苦
悩

を
抱
え
込
ん
だ
。

あ
る
日
の
未
明
、
目
を
覚
ま
し
た
祖

母
に
起
こ
さ
れ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
の

の
し
ら
れ
た
。「
あ
ん
た
が
お
る
か
ら
、

生
き
て
い
て
も
楽
し
く
な
い
」。
昔
か

リ レーエッセー

境遇を知った人が送ってくれたクマの
ぬいぐるみを手にする女性。「一つ一つ
の贈り物に励まされた」と言う（2021年12
月／神戸市内／筆者撮影／毎日新聞社提供）

祖
母
を
あ
や
め
た
21
歳
の
ケ
ア
ラ
ー

心
を
寄
せ
る
手
紙
を
励
み
に

春
増

　翔
太（
毎
日
新
聞
社
）
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１
９
８
８（
昭
和
63
）年
12
月
27
日
。
２

日
前
に
79
歳
で
亡
く
な
っ
た
作
家
、
大
岡

昇
平
さ
ん
の
お
別
れ
会
が
あ
っ
た
。
大
岡

さ
ん
の
遺
志
で
葬
儀
・
告
別
式
は
な
か
っ

た
が
、
大
岡
さ
ん
の
死
を
悼
む
人
た
ち
が

「
ど
う
し
て
も
お
見
送
り
を
」と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
一
般
に
公
表
は
せ
ず
に
、

東
京
・
成
城
の
自
宅
で
午
後
２
時
か
ら
お

別
れ
会
が
行
わ
れ
た
の
だ
。

大
岡
邸
の
庭
に
面
し
た
サ
ン
ル
ー
ム
に

設
け
ら
れ
た
祭
壇
へ
献
花
を
済
ま
せ
た

後
、
参
列
者
た
ち
は
玄
関
側
に
回
っ
て
家

を
遠
巻
き
に
囲
む
よ
う
に
並
ん
で
い
た
。

私
の
近
く
に
秋
山
駿
、
丸
谷
才
一
、
中
野

孝
次
…
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
加
藤

典
洋
、
佐
々
木
幹
郎
、
そ
し
て
大
江
健
三

郎
の
各
氏
ら
日
頃
、
大
岡
さ
ん
を
敬
愛
す

る
文
学
関
係
者
約
１
５
０
人
が
出
棺
の
時

を
静
か
に
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
昭
和
天

皇
が
亡
く
な
る
直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

真
冬
の
曇
天
の
本
当
に
寒
い
、
底
冷
え

「
や
っ
ぱ
り
、
戦
争
は
嫌
い
だ
」

―
大
岡
昇
平
と
福
田
恆
存

の
日
で
、
私
は
と
き
ど
き
体
を
動
か
し
な

が
ら
寒
さ
に
た
え
て
い
た
。
そ
の
時
、
背

後
か
ら
私
の
コ
ー
ト
を
引
っ
張
る
人
が
い

た
。振
り
返
る
と
福
田
恆
存
さ
ん
だ
っ
た
。

◆
あ
っ
ち
で
話
そ
う

私
は
会
釈
を
し
た
後
、「
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
い
た
。
福
田
さ
ん
は
７
年
前
に

脳
梗
塞
で
倒
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
日

の
寒
さ
が
心
配
だ
っ
た
。
厚
手
の
コ
ー
ト

を
着
て
い
た
福
田
さ
ん
は「
う
ん
、
大
丈

夫
だ
よ
」と
言
っ
た
。
さ
ら
に「
君
は
大

岡（
作
品
）が
好
き
な
の
？
」と
尋
ね
て
き

た
。
私
が
好
き
な
大
岡
作
品
に
つ
い
て
話

す
と
、
福
田
さ
ん
が
少
し
離
れ
た
方
を
指

し
て「
あ
っ
ち
の
方
に
行
っ
て
話
そ
う
」

と
言
う
。
私
は
、
従
っ
て
歩
み
な
が
ら
、

大
岡
さ
ん
の
お
別
れ
会
に
福
田
さ
ん
が
姿

を
見
せ
た
こ
と
に
、
驚
い
て
い
た
。

福
田
さ
ん
は
日
本
を
代
表
す
る
右
派
の

論
客
と
し
て
、『
平
和
論
に
た
い
す
る
疑

問
』な
ど
の
論
で〝
進
歩
的
文
化
人
〟た
ち

に
冷
水
を
浴
び
せ
て
き
た
人
。『
私
の
國

語
教
室
』で
旧
仮
名
の
合
理
性
を
述
べ
、

新
仮
名
表
記
の
矛
盾
を
詳
細
に
指
摘
し
て

戦
後
の
国
語
改
革
と
闘
っ
た
人
で
あ
る
。

一
方
、
大
岡
さ
ん
は『
俘
虜
記
』『
野
火
』

『
レ
イ
テ
戦
記
』な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
、

一
貫
し
て
戦
争
に
反
対
し
て
き
た
左
派
の

代
表
的
な
存
在
だ
っ
た
。
右
派
の
頭
目
の

よ
う
な
福
田
さ
ん
が
、
左
派
の
こ
れ
ま
た

頭
目
の
よ
う
な
大
岡
さ
ん
の
お
別
れ
会
に

来
て
い
る
の
だ
。
か
つ
て
文
学
者
の
集
ま

り「
鉢
の
木
会
」で
２
人
が
一
緒
だ
っ
た

こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
後
の
２

人
の
交
友
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
思
わ

ず「
大
岡
さ
ん
と
親
し
か
っ
た
ん
で
す

か
」と
聞
い
て
し
ま
っ
た
。

◆
世
間
に
は
内
緒
で

そ
れ
に
対
し
て
福
田
さ
ん
は「
僕
ら
は

い
い
ん
だ
が
、お
互
い
の
支
持
者
が
ね
ぇ
」

と
言
っ
た
。「
僕
の
支
持
者
は
何
で
大
岡

な
ん
か
と
付
き
合
う
ん
だ
と
う
る
さ
い

し
、
大
岡
の
支
持
者
も
何
で
福
田
な
ん
か

と
付
き
合
う
の
か
と
う
る
さ
い
ら
し
い
」

そ
こ
ま
で
話
し
た
後
、
福
田
さ
ん
は
一

瞬
、
間
を
置
い
て「
だ
か
ら
、
あ
る
時
か

ら
世
間
に
は
内
緒
で
会
っ
て
い
た
ん
だ
」

と
、ち
ゃ
め
っ
気
の
あ
る
笑
顔
を
見
せ
た
。

「
大
岡
が
富
士
の
山
荘
に
行
く
途
中
か
、

ま
た
は
山
荘
を
た
た
ん
で
成
城
の
こ
の
家

に
戻
る
途
中
か
に
、
夫
婦
で
僕
の
大
磯
の

家
に
泊
ま
っ
て
い
っ
て
、
一
晩
話
し
込
む

こ
と
に
し
て
い
た
ん
だ
」と
言
う
。

「
最
後
に
会
わ
れ
た
の
は
、
い
つ
で
す

か
」。
そ
ん
な
記
者
ら
し
い
質
問
を
私
は

し
た
。「
今
年
の
９
月
」と
福
田
さ
ん
。

「
大
岡
さ
ん
と
の
最
後
の
言
葉
は
な
ん

で
す
か
」と
、
さ
ら
に
質
問
を
重
ね
た
。

福
田
さ
ん
の
目
が
少
し
遠
く
を
見
る
よ

う
な
も
の
に
な
っ
て
、「
い
ゃ
ー
、
大
岡

が
帰
る
時
、
僕
の
家
の
玄
関
で
ち
ょ
っ
と

小
こ

山
や ま

　鉄
て つ

郎
ろ う

1949年群馬県生まれ　73年共
同通信社入社　川崎　横浜支
局　社会部を経て　84年から
文化部で文芸欄　生活欄を担
当　現在　同社編集委員　2013
年度日本記者クラブ賞を受賞　
著書に『白川静さんに学ぶ 漢
字は楽しい』『あのとき、文学
があった―「文学者追跡」完全
版』『大変を生きる―日本の災
害と文学』『村上春樹クロニク
ル』など
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口
論
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
ぇ
。
戦

争
の
こ
と
で
。『
や
っ
ぱ
り
、
戦
争
は
嫌

い
だ
』と
大
岡
が
言
っ
て
、
勢
い
よ
く
僕

の
家
の
玄
関
の
戸
を
パ
ー
ン
と
閉
め
て
、

帰
っ
て
い
っ
た
ん
だ
」と
言
う
。

神
奈
川
県
大
磯
町
の
福
田
邸
は
和
風
の

建
物
。
そ
の
玄
関
を
勢
い
よ
く
閉
め
て
去

っ
て
い
く
大
岡
夫
妻
…
。
そ
ん
な
光
景
を

頭
に
描
い
て
い
る
と
、
続
け
て
福
田
さ
ん

は
こ
う
加
え
た
の
だ
。

「
で
も
、
最
後
の
言
葉
が『
や
っ
ぱ
り
、

戦
争
は
嫌
い
だ
』な
ん
て
、
実
に
大
岡
ら

し
い
よ
ね
」

そ
う
言
っ
て
、福
田
さ
ん
は
破
顔
一
笑
。

ま
る
で
少
年
が
本
当
に
楽
し
い
時
に
見
せ

る
よ
う
な
満
面
の
笑
み
で
立
っ
て
い
た
。

も
」と
述
べ
た
。
す
る
と「
…
や
り
ま
し

ょ
う
か
…
」と
大
岡
さ
ん
は
言
っ
て
、
そ

の
取
材
を
受
け
て
く
れ
た
の
だ
。

「
ま
じ
め
で
勇
敢
な
人
は
い
て
、
そ
う

い
う
人
は
み
ん
な
死
ん
だ
」。
自
分
の
戦

争
体
験
を
話
す
大
岡
さ
ん
の
目
は
潤
ん
で

い
た
。
こ
の
取
材
か
ら
、
わ
ず
か
３
カ
月

後
の
大
岡
さ
ん
の
死
だ
っ
た
。

そ
し
て
福
田
さ
ん
が
私
の
コ
ー
ト
を
引

っ
張
っ
た
の
は
、
前
年
刊
行
の『
福
田
恆

存
全
集
』で
私
が
長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
て
、
そ
の
後
も
何
度
か
話
す
機
会

が
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
も
し
天
皇
が

亡
く
な
っ
た
時
、「
昭
和
と
い
う
時
代
」

に
つ
い
て
の
執
筆
依
頼
を
電
話
で
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

そ
の
電
話
に「
書
く
の
を
約
束
し
て
い

る
新
聞
が
あ
る
か
ら
」と
福
田
さ
ん
は
言

う
。で
も
簡
単
に
は
諦
め
た
く
な
か
っ
た
。

「
人
は
時
代
や
お
の
お
の
の
制
約
の
中

で
生
き
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
ん
な
宿
命
を

し
っ
か
り
自
覚
し
て
生
き
、
自
立
す
る
こ

と
が
人
間
と
い
う
も
の
の
姿
な
の
だ
。
そ

う
福
田
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。
福
田
さ
ん
が
生
き
た

『
昭
和
と
い
う
時
代
』を
読
ん
で
み
た
い
」

と
私
が
話
す
と
、「
そ
う
君
に
言
わ
れ
た
ら

…
」と
言
っ
て
、
電
話
の
向
こ
う
で
福
田

さ
ん
が
諾
否
を
考
え
て
い
る
よ
う
な
時
間

が
あ
っ
た
。し
ば
ら
く
し
て「
で
も
、や
っ

ぱ
り
や
め
よ
う
。
約
束
し
て
い
る
の
だ
か

ら
」と
福
田
さ
ん
は
言
っ
た
。
福
田
さ
ん

ら
し
い
明
快
な
答
え
だ
っ
た
。

◆
最
後
の
お
別
れ
を

「
福
田
さ
ー
ん
、
福
田
さ
ー
ん
」。
大
岡

さ
ん
の
お
別
れ
会
の
時
、
福
田
さ
ん
と
私

が
話
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な
女
性
の
細
い

声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

福
田
さ
ん
が
手
を
挙
げ
た
。
そ
の
声
の
人

が
近
づ
い
て
き
て
、「
福
田
さ
ん
、
最
後

の
お
別
れ
を
」と
言
っ
た
。

福
田
さ
ん
は
黙
っ
て
う
な
ず
い
た
。
そ

の
時
、
大
岡
邸
の
前
に
は
多
く
の
文
学
者

が
い
た
。
も
ち
ろ
ん
既
に
大
岡
さ
ん
と
、

お
別
れ
を
済
ま
せ
て
い
る
人
も
多
か
っ
た

と
思
う
し
、
大
岡
邸
内
に
も
文
学
者
が
い

た
か
と
も
思
う
が
、
大
岡
さ
ん
の
棺
を
閉

ざ
す
に
あ
た
っ
て
、
福
田
さ
ん
が
最
後
の

お
別
れ
に
呼
び
込
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

福
田
さ
ん
が
大
岡
邸
の
玄
関
の
方
へ
向

か
っ
て
歩
い
て
い
く
。
私
は
そ
の
姿
が
大

岡
邸
の
玄
関
の
中
に
消
え
て
い
く
ま
で
、

じ
っ
と
見
て
い
た
。

そ
の
時
か
ら
、
11
日
後
に「
昭
和
と
い

う
時
代
」が
終

し
ゅ
う

焉え
ん

し
た
。「
こ
れ
は
最
後

ま
で
現
役
の
作
家
だ
っ
た
大
岡
さ
ん
の
、

新
し
い
時
代
へ
の
遺
言
だ
っ
た
」。
そ
う

私
は
記
し
て
、
大
岡
昇
平
さ
ん
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
即
時
に
配
信
し
た
。

そ
し
て
福
田
恆
存
さ
ん
も
大
岡
さ
ん
の

死
か
ら
６
年
後
、
82
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

歯
に
衣き

ぬ

着
せ
ぬ
発
言
で
知
ら
れ
た
大
岡

昇
平
、
福
田
恆
存
と
い
う
左
右
の
代
表
的

な
論
客
。
も
ち
ろ
ん
対
立
す
る
時
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
が
、
で
も
２
人
は
互
い
に
認
め

合
う
親
友
同
士
だ
っ
た
の
だ
。

そ
の
こ
と
へ
の
驚
き
が
、
私
の
中
で
今

も
続
い
て
い
る
。
私
た
ち
は
、い
や
私
は
、

互
い
の
考
え
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

を
堂
々
と
述
べ
合
い
、
か
つ
互
い
に
認
め

合
う
親
友
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
…
。

◆
ま
じ
め
な
人
は

大
岡
さ
ん
は
１
９
７
１（
昭
和
４6
）年
に

日
本
芸
術
院
会
員
に
選
ば
れ
る
が「
過
去

に
捕
虜
の
経
験
が
あ
る
の
で
、
国
家
的
な

栄
誉
を
受
け
る
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
」

と
し
て
辞
退
し
、大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
天
皇
が
重
い
病
に
倒
れ
た

後
、
も
し
亡
く
な
っ
た
時
の
企
画
と
し
て

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
私
の
昭
和
」と
い
う

シ
リ
ー
ズ
を
考
え
て
、
取
材
の
お
願
い
の

電
話
を
大
岡
さ
ん
に
私
は
し
た
。

で
も
大
岡
さ
ん
は
既
に
数
紙
の
取
材
を

受
け
て
い
て〝
自
分
と
し
て
の
思
い
は
十

分
話
し
た
〟と
い
う
よ
う
な
返
事
を
繰
り

返
し
た
。
あ
ま
り
し
つ
こ
い
の
も
よ
く
な

い
。
最
後
の
お
願
い
だ
と
思
い
、「
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
共
同
通
信
の
文
化
部
の
記

事
は
主
に
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
各

地
方
紙
に
も
大
岡
さ
ん
の
読
者
は
い
る
と

思
い
ま
す
。
広
島
に
も
長
崎
に
も
沖
縄
に

左 福田恆存さん（1987年２月/神奈川県大磯町の福田氏の自宅）
右 大岡昇平さん（1986年５月/東京・成城の大岡氏の自宅）
小山鉄郎氏の写真含め全て共同通信社提供
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会員
種別

月

プレス会員 法人・個人
賛助会員

特別
賛助会員 学生会員

全会員
法人
（社）

基本
（人）

個人Ａ
（人）

個人Ｂ
（人）

個人Ｃ
（人）

個人Ｄ
（人）

名誉・功労
（人）

合計 対前月増減
（社） （人） （人） （人） （社） （人） （社） （人）

2023.4 126 715 210 52 43 760 13 55 120 92 20 181 2025 －1 －46
5 126 717 211 52 44 761 13 54 118 92 20 180 2028 －1 3
6 126 716 213 53 45 759 13 53 117 92 41 179 2049 －1 21
7 126 720 215 52 43 760 13 53 117 93 42 179 2055 0 6
8 126 716 215 52 37 758 13 53 117 93 47 179 2048 0 －7
9 126 716 216 51 37 761 13 53 117 93 47 179 2051 0 3
10 126 716 216 50 37 761 13 53 117 93 47 179 2050 0 －1
11 127 720 216 50 37 753 13 53 115 94 47 180 2045 1 －5
12 127 720 216 50 36 752 13 53 115 94 47 180 2043 0 －2

2024.1 127 720 215 50 36 746 12 53 115 94 47 180 2035 0 －8
2 127 719 214 50 36 745 12 53 115 95 47 180 2033 0 －2
3 127 718 214 50 35 749 12 53 115 95 53 180 2041 0 8

会　員　異　動　（2023年4月～ 2024年3月）

会議報 告

■
会
議
報
告

●
第
１
０
３
回
臨
時
社
員
総
会

�

（
３
・
26
　
会
見
場
）

書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
１

１
２
社
の
出
席
を
も
っ
て
成
立（
定
数
6４

社
）、
定
款
第
25
条
の
定
め
に
従
い
前
田

浩
智
理
事
長
を
議
長
に
議
事
を
進
め
た
。

２
０
２
３
年
度
補
正
予
算
案
と
2４
年
度

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
を
議
決
し
た

（
２
㌻
、
17
㌻
参
照
）。

昨
年
５
月
の
定
時
社
員
総
会
以
降
届
け

出
の
あ
っ
た
役
員
の
一
部
交
代
を
承
認
し

た
。

�
●
第
１
３
９
回
総
務
委
員
会

�

（
３
・
５
　
小
会
議
室
）

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
案

を
作
成
し
た
ほ
か
、
貸
室
料
改
定
案
お
よ

び
総
会
の
議
事
日
程
案
を
理
事
会
に
上
程

し
た
。

出
席
　
角
田
委
員
長
、
藤
井
、
榊
原
、
林
、

米
田
、
内
藤
の
各
委
員
、
前
田
理
事
長
、

沢
井
副
理
事
長
、
江
木
専
務
理
事
。

●
第
７
０
８
回
理
事
会

�

（
３
・
５
　
会
見
場
）

①
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を

原
案
通
り
承
認
、
臨
時
社
員
総
会
に
上
程

す
る
こ
と
に
し
た
。
経
常
収
益（
収
入
）

は
３
億
４
０
７
１
万
４
９
０
０
円
、
経
常

費
用（
支
出
）は
３
億
５
７
０
６
万
５
０

０
０
円
で
１
６
５
０
万
円
の
赤
字
予
算

で
、減
価
償
却
費
３
５
０
万
円
を
計
上
し
、

当
期
一
般
正
味
財
産
は
１
９
８
５
万
１
０

０
円
減
少
し
て
い
る（
２
㌻
参
照
）。

②
貸
室
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
を
議
決
し

た
。日

本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
共
益
費

の
値
上
げ
、
会
員
用
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の

運
営
を
任
せ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ

ス
カ
と
の
飲
食
売
上
割
戻
金
な
ど
の
見
直

し
に
よ
り
、
貸
室
料
の
値
上
げ
が
必
要
に

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
近
隣
の
同
規
模
の

貸
室
料
金
、
前
回
の
料
金
改
定
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

10
月
１
日
か
ら
10
階
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
、
９

階
会
見
場
、大
会
議
室
、小
会
議
室
の
貸
室

料
金
を
10
％
値
上
げ
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

③
第
１
０
３
回
臨
時
社
員
総
会
を
３
月
26

日
に
、
第
１
０
４
回
定
時
社
員
総
会
を
５

月
31
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

出
席
　
前
田
理
事
長
、
沢
井
副
理
事
長
、

江
木
専
務
理
事
、
角
田
、
藤
井
、
榊
原
、

藤
野
、
惣
田
、
鎌
田
、
齋
田
、
吉
原
、
曽

山
、
西
、
米
田
、
内
藤
、
瀬
尾
、
林
、
神

田
の
各
理
事
。

●
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
推
薦

委
員
会�

（
３
・
１
　
大
会
議
室
）

１
月
末
ま
で
に
推
薦
の
あ
っ
た
候
補
に

つ
い
て
意
見
を
付
し
て
、選
考
委
員
会（
４

月
10
日
開
催
）に
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
席
　
今
井
委
員
長
、
内
城
、
北
村
、
実
、

鈴
木
、
町
田
の
各
委
員
。

●
第
４
５
１
回
会
報
委
員
会

�

（
３
・
４
　
大
会
議
室
）

３
月
で
退
任
す
る
大
石
卓
見
委
員（
秋

田
魁
新
報
）の
あ
い
さ
つ
の
後
、
４
月
号

の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
志
賀
、
水
野
、
大

石
、
佐
藤
、
萩
原
、
勝
田
、
本
橋
、
稲
澤
、

倉
重
、
二
村
の
各
委
員
。

●
第
５
５
９
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
３
・
13
　
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
）

３
月
で
退
任
す
る
宮
東
治
彦
委
員（
日

本
経
済
新
聞
）の
あ
い
さ
つ
の
後
、
４
月

１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答
申

し
た
。

出
席
　
前
木
委
員
長
、
早
田
、
村
尾
、
宮

東
、
居
石
、
今
市
、
菊
池
、
森
安
、
古
賀

の
各
委
員
。

●
第
５
４
８
回
企
画
委
員
会

�

（
３
・
12
　
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

３
月
で
退
任
す
る
黒
沢
大
陸（
朝
日
新

聞
）、
澤
田
信
孝（
北
海
道
新
聞
）、
岡
山

俊
明（
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
）の
３
委
員

の
あ
い
さ
つ（
澤
田
氏
は
事
務
局
が
代

読
）の
後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。

出
席
　
藤
井
委
員
長
、
黒
沢
、
佐
藤
、
橋

本
、
猪
熊
、
大
内
、
菅
野
、
佐
々
木
、
森

田
、
杉
田
、
小
林
、
中
村
、
山
口（
哲
）、

岡
山
、
伊
藤
、
今
井
、
出
川
、
川
戸
、
播

摩
、
小
栗
、
平
井
、
野
田
、
江
川
、
倉
澤
、

迫
田
の
各
委
員
。
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2024年度　正味財産増減予算書(内訳表）
2024年4月1日から2025年3月31日まで

（単位：円）

新 年度予算

科　目
公益目的事業会計

収益事業等
会計 法人会計 合計公１

記者会見等
公２

クラブ賞
公３

会報・HP 共通 小計

１．経常増減の部
⑴経常収益
特 定 資 産 運 用 益 1,169,300 1,169,300 1,169,300
受 取 会 費 225,904,536 225,904,536 63,716,664 289,621,200
プレス会員会費収入 191,956,752 191,956,752 54,141,648 246,098,400
賛 助 会 員 会 費 収 入 33,947,784 33,947,784 9,575,016 43,522,800

事 業 収 益 49,816,000 49,816,000
貸 室 収 入 33,342,000 33,342,000
飲 食 売 上 割 戻 金 10,804,000 10,804,000
施 設 機 器 賃 借 収 入 5,670,000 5,670,000
雑 収 益 108,100 300 108,400
受 取 利 息 300 300
そ の 他 の 雑 収 入 108,100 108,100

経 常 収 益 計 227,073,836 227,073,836 49,924,100 63,716,964 340,714,900
⑵経常費用
事 業 費 148,819,060 9,134,070 45,186,870 58,273,000 261,413,000 44,059,800 305,472,800
借 室 維 持 費 77,005,800 57,678,000 134,683,800 25,770,400 160,454,200
借 室 料 39,156,000 24,472,500 63,628,500 19,578,000 83,206,500
共 益 費 8,017,200 5,010,750 13,027,950 4,008,600 17,036,550
空 調 ・ 光 熱 費 4,367,600 2,729,750 7,097,350 2,183,800 9,281,150
ホール専用利用費 25,465,000 25,465,000 50,930,000 50,930,000

人 件 費 55,525,200 6,447,400 25,555,800 87,528,400 16,819,400 104,347,800
役 員 報 酬 6,375,000 1,275,000 5,100,000 12,750,000 12,750,000
給 与 金 30,514,300 3,107,800 12,016,200 45,638,300 10,898,700 56,537,000
賞 与 ・ 諸 手 当 17,995,900 1,983,600 8,162,600 28,142,100 5,735,700 33,877,800
厚 生 費 640,000 81,000 277,000 998,000 185,000 1,183,000
事 業 費 16,288,060 2,686,670 19,631,070 38,605,800 38,605,800
会 議 費 1,528,800 58,800 372,400 1,960,000 1,960,000
事 業 運 営 費 12,864,540 494,790 3,133,670 16,493,000 16,493,000
会報発行・ＨＰ運営費 14,767,200 14,767,200 14,767,200
ク ラ ブ 賞 実 施 費 1,800,000 1,800,000 1,800,000
運 営 雑 費 283,920 10,920 69,160 364,000 364,000
通 信 費 1,534,800 306,960 1,227,840 3,069,600 3,069,600
印 刷 費 64,000 12,800 51,200 128,000 128,000
交 通 費 12,000 2,400 9,600 24,000 24,000
減 価 償 却 費 595,000 595,000 1,470,000 2,065,000

管 理 費 55,092,200 55,092,200
借 室 維 持 費 19,327,800 19,327,800
借 室 料 14,683,500 14,683,500
共 益 費 3,006,450 3,006,450
空 調 ・ 光 熱 費 1,637,850 1,637,850

人 件 費 13,885,200 13,885,200
役 員 報 酬 2,250,000 2,250,000
給 与 金 7,107,000 7,107,000
賞 与 ・ 諸 手 当 4,410,200 4,410,200
厚 生 費 118,000 118,000
そ の 他 の 管 理 費 20,444,200 20,444,200
ク ラ ブ 管 理 費 15,755,800 15,755,800
機 器 備 品 費 50,000 50,000
消 耗 品 費 639,000 639,000
事 務 委 託 費 2,448,000 2,448,000
事 務 雑 費 746,000 746,000
通 信 費 767,400 767,400
印 刷 費 32,000 32,000
交 通 費 6,000 6,000
減 価 償 却 費 1,435,000 1,435,000
予 備 費 0 0
経 常 費 用 計 148,819,060 9,134,070 45,186,870 58,273,000 261,413,000 44,059,800 55,092,200 360,565,000
評 価 損 益 等 調 整 前
当 期 経 常 増 減 額

△148,819,060 △9,134,070 △45,186,870 168,800,836 △34,339,164 5,864,300 8,624,764 △19,850,100

当 期 経 常 増 減 額 △148,819,060 △9,134,070 △45,186,870 168,800,836 △34,339,164 5,864,300 8,624,764 △19,850,100
２．経常外増減の部
⑴経常外収益
経常外収益計
⑵経常外費用
経常外費用計
当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 △148,819,060 △9,134,070 △45,186,870 168,800,836 △34,339,164 5,864,300 8,624,764 △19,850,100
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た
こ
と
に「
誠
意
を
も
っ
て
相
手
に
接

し
、
敬
意
を
も
っ
て
取
材
す
る
。
こ
の
一

言
に
尽
き
る
。
取
材
の
狙
い
を
相
手
に
説

明
し
て
理
解
し
て
も
ら
っ
た
末
に
結
び
付

い
た
」と
振
り
返
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
に
対
し「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は

テ
ロ
行
為
。
甚
大
な
被
害
が
起
き
て
い
る

の
に
記
事
の
扱
い
に
ム
ラ
が
あ
り
す
ぎ

る
」と
指
摘
。「
フ
ラ
ッ
ト
に
記
事
が
書

け
る
状
況
を
早
く
作
ら
な
い
と
社
会
に
情

報
が
広
が
ら
な
い
し
、
取
材
す
る
障
壁
は

ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
」と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。�

（
事
務
局
）

今
年
度
も
５
月
か
ら
　
リ
ア
ル
参
加
を

２
０
２
４
度
の
現
役
記
者
向
け
勉
強
会

「
土
曜
記
者
ゼ
ミ
」は
５
月
か
ら
始
め
ま

す
。「
Ｉ
Ｔ
講
座
」は
毎
月
第
２
土
曜
日
、

「
調
査
報
道
」は
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開

催
し
ま
す
。
８
月
は
お
休
み
で
す
。
ぜ
ひ

会
場
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
今
ま
で
通
り
リ
モ
ー
ト
参
加
も
継
続

し
ま
す
。
開
催
通
知
は
事
前
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
登
録
く
だ
さ
い
。
23
年
度
に
登
録
い
た

だ
い
て
い
た
方
に
は
継
続
し
て
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
再
度
登
録
い
た
だ
く
必

要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
・
河
野
ま
で
。

（
電
話
：
０
３
―
３
５
０
３
―
２
７
６
４
）

Ｉ
Ｔ
編
⑨

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
礎
講
座

３
・
９
／
講
師
：
松
波
功�

中
日
ス
ポ
ー
ツ
整

理
部
／
出
席
：
ウ
ェ
ブ
18
人

■
ど
こ
に
で
も
起
こ
る
問
題

新
人
へ
の
研
修
担
当
者
向
け
に
ネ
ッ
ト

使
用
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
習
を
開
催
し

た
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
講
師
が
作
成

し
た
岸
田
首
相
ら
の
音
声
や
、
ネ
ッ
ト
絡

み
の
記
者
の
不
祥
事
な
ど
事
例
を
紹
介
。

「
一
人
の
不
注
意
で
会
社
の
業
務
が
止
ま

る
。
ど
こ
に
で
も
起
こ
る
問
題
と
し
て
教

え
る
必
要
が
あ
る
」と
話
し
た
。�（
事
務
局
）

調
査
報
道
⑩

「
記
憶
喪
失
に
な
っ
た
病
院
」の
舞
台
裏

３
・
16
／
講
師
：
須
藤
龍
也�

朝
日
新
聞
社
編

集
委
員
／
出
席
：
会
場
８
人
、
ウ
ェ
ブ
14
人

■
誠
意
を
も
っ
て
対
応

２
０
２
２
年
10
月
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

被
害
を
受
け
た
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
。
病
院
側
の
全
面
協
力
の
下
３

７
８
枚
の
写
真
と
数
十
本
の
動
画
の
提
供

を
受
け
26
人
へ
の
取
材
で
全
11
回
の
連
載

記
事
を
執
筆
し
た
。
事
実
と
デ
ー
タ
に
よ

っ
て
客
観
性
を
維
持
す
る
こ
と
や
、
反
省

と
教
訓
を
織
り
込
み
、
役
に
立
つ
記
事
に

す
る
た
め「
都
合
の
良
い
話
だ
け
で
な
く

悪
い
話
も
書
く
」こ
と
を
意
識
し
た
と
い

う
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
問
題
は「
数
少
な

い
、
メ
デ
ィ
ア
で
書
き
尽
く
さ
れ
て
い
な

い
分
野
。
記
事
自
体
が
記
録
に
な
る
よ
う

な
連
載
を
心
掛
け
た
」。
連
載
が
結
実
し

土曜記者ゼミ
「
Ｉ
Ｔ
講
座
」

受
講
登
録
フ

ォ
ー
ム

「
調
査
報
道
」

受
講
登
録
フ

ォ
ー
ム

会報
委員から

自
民
党
の
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
を
巡
っ
て

裏
金
問
題
の
論
戦
が
続

い
て
い
る
。
４
月
の
第

４
日
曜
に
は
衆
院
議
員

の
欠
員
に
伴
う
三
つ
の

補
欠
選
挙
が
あ
り
、
岸
田
政
権
の
行
方

も
ら
え
ば（
一
時
）楽
に
な
っ
て
、
す

ぐ
退
院
で
き
た
の
に
」と
。
別
の
記
者

か
ら
は「
秘
伝
」の
腰
痛
予
防
体
操
を

教
え
て
も
ら
い
、
取
材
先
か
ら
は
カ
リ

ス
マ
鍼
灸
師
を
紹
介
さ
れ
た
。
治
療
に

通
う
と
複
数
の
議
員
も
施
術
を
受
け
に

来
て
い
て
取
材
の
上
で
も
輪
が
広
が
っ

に
何
度
か
呼
び
か
け
ら
れ
る
ま
で
激
痛

で
気
が
遠
の
い
た
。
そ
の
ま
ま
沖
縄
の

地
で
１
週
間
の
入
院
生
活
と
な
っ
た
。

「
君
は
イ
シ
派
で
な
く
、
コ
シ
派
だ

な
」。
復
帰
の
日
、
そ
れ
ま
で
異
色
の

存
在
と
感
じ
て
い
た
強
面
の
先
輩
か
ら

親
し
げ
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
。「
入
院

先
に
鍼
灸
師
を
呼
ん
で
は
り
を
打
っ
て

の
腰
痛
改
善
メ
ソ
ッ
ド
に
取
り
組
ん
で

も
、
今
回
は
ど
う
し
た
わ
け
か
痛
み
が

引
か
な
い
。専
門
家
に
症
状
を
言
う
と
、

座
骨
神
経
痛
。
持
病
に
も
加
齢
が
押
し

寄
せ
て
い
る
の
か
。
み
な
み
な
さ
ま
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
を
。

共
同
通
信
社
く
ら
し
報
道
部
長

�

水
野
　
雅
央

が
か
か
る
。

そ
ん
な
折
に「
派
閥
」の
話
で
申

し
訳
な
い
。
約
20
年
前
。
当
時
、
政

治
部
で
駆
け
出
し
の
私
は
民
主
党
副

代
表
・
小
沢
一
郎
議
員
の
番
記
者
と

し
て
沖
縄
へ
出
張
し
た
。
そ
こ
で
魔

女
の
一
撃
に
遭
う
。
１
泊
し
た
宿
泊

先
で
朝
食
に
行
こ
う
と
、
フ
ロ
ン
ト

の
前
を
横
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
だ
ま

し
だ
ま
し
だ
っ
た
腰
が
つ
い
に
フ
リ

ー
ズ
。立
っ
た
ま
ま
身
動
き
で
き
ず
、

声
も
絞
り
出
せ
な
い
。
異
変
を
察
知

し
た
ホ
テ
ル
マ
ン
が
１
１
９
番
。
生

ま
れ
て
初
め
て
と
な
る
担
架
に
乗
せ

ら
れ
る
瞬
間
か
ら
救
急
車
内
で
隊
員

た
。ち

な
み
に
こ
の
カ
リ
ス
マ
。
時
の

小
泉
純
一
郎
首
相
の
施
術
を
し
に
公

邸
に
通
っ
た
。
後
に
、
そ
の
話
を
し

て
く
れ
た
時
、
思
わ
ず「
小
泉
さ
ん

も
コ
シ
で
す
か
」と
問
う
と「
彼
は

違
っ
た
ね
」。
ど
う
り
で
食
い
込
め

な
か
っ
た
わ
け
だ
。

出
待
ち
で
長
時
間
立
ち
続
け
、
夜

討
ち
朝
駆
け
で
不
摂
生
と
な
り
が
ち

の
政
治
記
者
で
別
の
派
と
呼
べ
る
の

は『
イ
シ（
胆
石
）』。
激
痛
両
派
の

掛
け
持
ち
も
い
る
。

思
い
出
し
た
の
は
先
日
久
し
ぶ
り

に
腰
を
痛
め
た
か
ら
だ
。
自
分
な
り

コシ派とイシ派

記者ゼ ミ
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：127社　⃝基本会員：716人　⃝個人会員：1,034人
⃝法人・個人賛助会員：53社・115人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：53人 計180社・2,025人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 稲澤　裕子　大石　卓見　勝田　洋人 

倉重　篤郎　佐藤　庄太　志賀　英樹 
二村　　伸　萩原　　豊　水野　雅央 
本橋　春紀

（事務局 :本庄五月　西村志織）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　四月お献立（4/30まで）
　先付前菜：鯛ゼリー寄せ、穴子押し寿しなど　
猪口：アスパラ、アサリ、百合根、加減酢など　
椀盛り：ヨモギ胡麻豆腐、海老二身焼など　造り：
鮪、鯛、イカなど　焼き物：鮭木の芽焼き、きゃ
らぶきなど　小鍋：白魚玉締め、桜麩、たけのこ
酢の物：ブロッコリー昆布押し、プチトマト、帆
立貝など　食事：せいろそば　水菓子：くず切り
（５，５００円）� （板長：薫田勝）

洋食　季節のおすすめコース（4/30まで）
　真鯛のカルパッチョ風�サラダ仕立て、春野菜
のミネストローネ、牛フィレ肉とアスパラガス、
チーズの重ね焼き�マディラ酒のソース、フルーツ
メルバ、コーヒーまたは紅茶、パンまたはライス
（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９階レストラ
ンでもご提供します。� （シェフ：佐藤和治）

■訃報
　粕谷卓志会員（朝日新聞出身、７２歳）が３月１
日に、南蓁誼会員（毎日新聞出身、８３歳）が同１９
日に、高木早苗会員（共同通信出身、９４歳）が同
２０日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　会員の入退会には所定の「変更届」を事務局へ
お届けください。役職変更のみの場合もお知ら
せください。詳細は事務局会員事務担当の杉本
（電話０３－３５０３－２７２７、メールｓｕｇｉｍｏｔｏ＠ｊｎｐｃ．
ｏｒ．ｊｐ）までお問い合わせください。

会員登録変更のお届けを

　事務局とクラブ施設（９階レストラン、ラウ
ンジ、会議室など貸室）は５月３日～６日まで
閉室します。５月７日（火）から通常通り開室し
ます。

ゴールデンウィーク閉室のお知らせ

今後の行事予定（4/2現在）

１７㊌
１４：１５ ～ １５：１５　１０階ホール
「２０２４�米大統領選」⑤�
杉山晋輔�元駐米大使

１９㊎ １７：３０ ～ ２０：０２　１０階ホール
試写会「人間の境界」

２２㊊ １３：３０ ～ １４：３０　１０階ホール
渕上玲子�日本弁護士連合会会長　会見

２５㊍
１３：３０ ～ １５：００　９階会見場
著者と語る『TSMC�世界を動かすヒミツ』
林宏文�経済ジャーナリスト

５月
１５㊌

１３：３０ ～ １５：００　１０階ホール
「２０２４�米大統領選」⑥
渡部恒雄�笹川平和財団上席研究員

　土生前専務理事にお声がけいただ
き、入会いたしました。初心に帰って
報道と向き合いたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。

糸
いと

永
なが

　正
まさ

行
ゆき 1986年日刊工業新聞入社。経済部
編集委員、第一産業部次長、日刊工
業開発センター代表取締役などを
経て2022年退社。現在、M&A online
編集委員。

　お仲間に入れていただきありがとう
ございます。生活者に根ざした流通・
消費の分野を中心に取材していきます。

白
しろ

鳥
とり

　和
かず

生
お
1990年日本経済新聞入社。流通経
済部、消費産業部、調査部、日経
MJデスクなどを経て2024年退社。
現在、流通科学大学教授。

　新聞記者を始めた４１年前と比べる
と、情報の集め方から伝え方まで見事
に変わりました。ただジャーナリズム
の精神だけは地続きだと信じています。

古
こ

賀
が

　攻
こう 1983年毎日新聞入社。政治部長、

編集編成局次長、論説委員長、専
門編集委員などを経て2023年退
社。現在、公益財団法人ニッポン
ドットコム顧問。

　海外の現場を離れて１０年余。情報の
集め方、伝え方、何よりも受けとめら
れ方が大きく変わった気がします。市
井の一記者を目指し精進します。

竹
たけ

澤
ざわ

　顕
あきら 1983年日本放送協会入局。カイロ

駐在、ニューデリー支局長、アジ
ア総局長、スポーツ業務管理部長、
アナウンス室専任局長などを経て、
2017年退局。

　政治不信について考えています。ど
こで間違え、何が問題か。政治のシス
テム？　政治家？　日本の停滞？　民
主主義のあり方？　深く考えたい。

西
にし

原
はら

　譲
じょう

一
いち 1982年日本放送協会入局。政治部
副部長、解説委員、ニュースウオッ
チ９編集長など歴任。2022年から
NHKグローバルメディアサービス専
門委員。

　事故・災害・科学の報道に携わって
きました。今後もフィールドワークを
大切にしつつ、できることをしていき
たいと思っています。

本
ほん

保
ぼ

　晃
あきら 1983年日本放送協会入局。科学文

化部長、静岡放送局長、福島放送
局長を歴任。関連会社執行役員な
どを経て2023年からNHKグローバ
ルメディアサービス専門委員。

新しい個人D会員

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
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撮影：須
す

藤
どう

　菜
な

々
な

子
こ

（読売新聞社写真部）

能登半島地震による断水が解消し、例年より約１カ月遅れで始まった「能登志賀あられ」作り＝２月２８日、石川県志賀町

写 真 回 廊

　
２
０
１
１
年
４
月
２９
日
、
私
は
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
４９
日
ぶ

り
に
開
通
し
た
東
北
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
た
。
満
席
の
乗
客
の
大
半
は

被
災
地
の
支
援
に
向
か
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
思
わ
れ
、
私
も
そ
の
一
人

だ
っ
た
。
被
災
地
に
近
づ
く
と
、
大
漁
旗
や
横
断
幕
を
掲
げ
て
歓
迎
す

る
人
た
ち
の
姿
が
沿
線
に
並
ん
だ
。盛
岡
で
新
幹
線
を
降
り
、三
陸
の
復

興
拠
点
と
な
っ
た
岩
手
県
遠
野
市
に
行
き
、
そ
こ
で
割
り
当
て
ら
れ
た

被
災
地
に
バ
ス
で
向
か
っ
た
。
私
は
陸
前
高
田
市
と
大
槌
町
の
担
当
に

な
り
、
足
手
ま
と
い
に
な
り
つ
つ
も
被
災
者
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
。

　
発
災
か
ら
４９
日
で
、
あ
れ
だ
け
の
支
援
態
勢
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と

に
今
改
め
て
驚
く
。
能
登
半
島
地
震
か
ら
３
カ
月
。
私
は
ま
だ
被
災
地

に
入
れ
て
い
な
い
。
能
登
の
あ
の
素
晴
ら
し
い
絶
景
の
自
然
は
、
復
興

支
援
と
な
る
と
一
転
、
難
攻
不
落
の
城
壁
の
よ
う
に
立
ち
ふ
さ
が
る
。 

道
路
の
復
旧
は
な
か
な
か
進
ま
ず
、
断
水
も
続
い
て
い
る
。

　
災
害
は
、
い
つ
も
人
間
の
浅
知
恵
を
戒
め
る
よ
う
に
私
た
ち
の
不
意

を
突
き
、
見
え
な
か
っ
た
弱
点
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
く
。
な
ぜ
か
大
地

震
は
起
き
な
い
と
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
た
神
戸
を
直
撃
し
た
阪
神
大

震
災
。
そ
の
無
数
の
建
物
の
倒
壊
を
見
て
大
急
ぎ
で
進
め
ら
れ
た
耐
震

補
強
の
営
み
は
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
の
み
こ
ま
れ
た
。
熊
本

地
震
は
、
台
風
に
備
え
て
屋
根
を
重
く
し
て
い
た
家
々
を
足
元
か
ら
崩

し
て
い
っ
た
。
誰
も
が
本
震
と
思
っ
た
強
烈
な
揺
れ
は
、
実
は
前
震
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
能
登
半
島
地
震
で
は
大
規
模
な
隆
起
が
起
こ
り
、
交

通
と
生
業
の
拠
点
だ
っ
た
港
ま
で
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

　
懸
命
の
復
旧
が
続
く
能
登
半
島
で「
能
登
志
賀
あ
ら
れ
」の
出
荷
準

備
が
進
む
。
砂
糖
と
塩
だ
け
で
味
付
け
し
た
甘
く
素
朴
な
味
わ
い
が
自

慢
の
名
産
品
だ
。
美
し
い
色
合
い
は
希
望
の
灯

と
も
し
びに
も
見
え
る
。
こ
の
光

景
は
な
ん
と
し
て
で
も
未
来
へ
と
つ
な
げ
た
い
。
あ
ら
れ
の
名
前
に
な

っ
た
志
賀
に
は
志
賀
原
発
が
あ
る
。
今
回
は
紙
一
重
で
過
酷
事
故
を
免

れ
た
。
こ
の
教
訓
も
ま
た
未
来
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
毎
日
新
聞
出
身
　
小
川
　
一
）

未
来
へ 

能
登
の
味
も
教
訓
も




